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で
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.

き
起
し
、
ア
メ
リ
カ
：の
財
政
も
今
後
こ
の
線
に
沿
ふ
て
寶
U
,て
行
く
で
あ
I

と

薦

し

て

^
^

末
の
統
祉
表
で
ぁ
る
。
.
恐
慌
が
各
國
の
租
税
收
入
に
如
何
な
■

化
を
及
ぽ
，し
た
か
を
-
九1

1

九
年
と
三
.四
年
と
に
分
つ
.て
指
承
し
て 

ゐ
.る
。
國
際
聯
.盟

の「

世
坭
經
濟
總
觀」

か
ら
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
.る
が
、
讀
者
を
利
す
：る
こ
と
大
.で
t

o
第
十
章
以
下
十I

一
章 

ま
.で
は
、
ダ
ル
ト
ン
•
ス
t

デ
ン
X 

T

の
論
文
を
簾
す
る
。
通
俗
且
つ
簡
單
な
雜
誌
論
文
の
程
度
を
出
で
な
い
が
、
た
V
新
し 

V
.問
題
の
生
起
.を
示
す
點
で
ー
般
讀
者
を
稗
益
す
る
で
あ
.ら
う
o

フ
ィ
リ
ッ
ブ

 >

 

へ
ン
リ
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•

ウ
ィ
ッ
ク
ス
チ

I

F

の

『

經

濟

學

の

常

識』

高

橋

誠

パ

一

.

郞
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«

菩
人
は
別
項『

第
十
九
世
紀
英
國
反
正
統
派
經
濟
學&

於
い
て
、
リ
カ̂

ド
オ
•
ミ
ル
學
派
に
對
し
て
叛
起
し

r

所
謂「

锂
濟
學
の
眞 

理
論
*
を
樹
立
せ
る
ウ
ィ
リア
ム
•
ス
タ
ン
リ
ー
♦
ジ

ヱ
ヴ
ォ
ン
ズ
に
就
い
て
論
じ
、
面
し
て
彼
れ
に
ょ
つ
亡
企
圖
せ
ら
れ
た
經
濟
科

®
 

改
造
の
事
業
が
、
自
ら
之
れ
を
遂
行
し
つ\
ぁ
る
人
々
に
ょ
つ
て
す
ら
一
般
に
悟
了
せ
ら
る
、
以
上
に
遙
か
に
進
も
だ
點
ま
で
導
か

^

 

た
.る
こ
と
を
信
じ
更
ら
に
其
の
完
成
と
擴
賬
と
に
邁
進
せ
る
フ
ィ
リ
ッ
ブ•

エ
ッ
チ
•

.

ウ
ィ
ッ
ク
ス
チ
I

ト
に
就
い
て
述
べ
、
其
の
一
千 

八
百
八
十
八
年
の.著『

經
濟
科
學
の
ア
ル
フ
ァ
べ
ッ
ト

』

第一

部『

債
値
理
論
嬰
義』

の
概
要
を
紹
介
す
る
所
がぁ
つ
た
。
吾
人
は
今
、
此 

の
機
に
於
い
て
是
れ
ょ
り
し
て
二
十

一

ー
年
の
後
に
公
に
せ
ら
れ
た
歡
れ
の
最
大
著

『

經
濟
學
の
常
識J

纪
就
い
不
解
題
を
試
み
ん
と
す 

る
？ 
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ウ
ィ
ッ
ク
ス
チ
ー
ド
は
一
千
八
百
四
十
四
年
十
月
.ニ
十
五
日
、
リ
ー
ズ
の
チ
ヤ
ー
ル
ズ
•
ウ
ィ
ツ
ク
ス
チ

1

F

師

(
R
e
v
.
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h
a
r
l
e
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^

ツ
ブ
ニ
ン
リ
1
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イ
タ
ク
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ド
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經
濟
學
の
常
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リ̂
ツ
.ブ
•
へ
ン
：
？

•
ゥ

^

ツ̂

ス
、
チ

1,^
の
：

『

經
屢
の
..常
識』

'

1:ニ

四

(

六
—.
1
29

レ 

w
l
c
k
s
,l
e

の

次

男

と

ん

セ

產

外

^

丨
シ
歡
/^
巨
屋
文
法
摩
校
“
ユ
，
1
1ヴァ
.シ
'^
ィ
•
力
レ)

ツ
デ
•
ス
'ク
'
--
.
lル
、
' S

ヴ

：
ァ

シチ
ィ
，
力 

レ
ツ
デ
、

マ
ン
チ
エ
ス
タ
ー
。
ニ
ユ
1
*力
レ
ツ
デ
に
學
び
、
六
十
七
年
、

ユ
一
一
テ
リ
ア
ン
宗
の
收
師
み
爲
り
、
其
の
敎
會
堂
の
敎
壇
か 

ら
神
屢
を
說
き
、
次
第
に
其
の
非
诳
統
派
的
倾
向
を
濃
厚
な
ら
し
め
、
翌
六
十
八
年
へ
ン
リ

i

ソ
リ
ィ(H

e
n
r
y

 

S
o
n
y
)

師
の
長
女
エ 

ミ
リ
ー
：•レ
，ベ
：ツ
カ(

E
I
3
M
l
e
b
e
c
c
a

)

.
'
-
u
:^
.'
«

.i
'

'7
\

十

：
七

年

リ

；
ツ

'>
:ル
.
.ポ
ィ
ト
'ラ
シ
:^
腐
敎
會
堂
を
辭
し
、
同
年
ょ
り' 一
千
九
百
.十 

八
年
に
苴
り
、
彼
れ
が.ユ
ー
1

リ̂
ケ
ン
宗
牧
師
時
袱
の:»
味
で
勢
っ
灰
^

大
#

^

廻
.
^師
を
1 /
め
_
 .;.;L 
千
.九
百 J

.
1.

十
七
.年
.

一 .1

1
月
十
八
.日
を
以
' 0

て
.長

逝

し

た

 
o
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(
c
，
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.
彼
れ
が
初
め
て
經
濟
學
に
興
味
を
布
す
.る
に
至
^

た
の
は
其
の
偷
理
學
及
び
社
會
問
題
に
對
す
る
關
心
か
ら
，で
あ
っ
て
、
彼
れ
は
へ
.
 

ン
リ
ー•

ヂ

厂

デ

の『

進
步
と
貧
困』

を
讀
ん
で
勒
め
ー
て
經
濟
問
題
に
對
す
.る
興
味
を
喚
起
し
た
と
茕
^

 

而
し
て
先
づ
彼 

れ
の
經
濟
思
想
に
最
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
は
ジK

ヴ
ォ
ン
ズ
の『

經
濟
學
理
論』

で
あ
っ
た
が
、初
期g

太

利

學

^

、
並

び

に

一 

千
九
百
〇
六
年
、
パ
レ
ー
ト
オ
の
S

目

d
i

 
e
c
o
n
o
m
i
a

 

p
o
l
i
t
i
c
a
.

出
版
以
後
に
於
い
て
はa

1

ザ
ー
ン
ヌ
學
派
も
亦
彼
れ
に
影 

響
を
與
ふ
る
所
が
大
で
あ
っ
た
。
バ
レ
ー
ト
オ
の
影
響
は
前
掲『

ア
ル
フ
ァ
べ
ツ
ト』

と『
C

吊
識j

と
を
對
照
す
る
に
ょ
っ
て
最
も
明
か
に 

之
れ
を
認
め
る
こ
.と
が
出
來
る
。 

‘

ゥ
ィ
ツ
ク
ス
チ
ー
ド
の
.理
論
經
濟
學
に
，
對

ず

る

最

初

の

寄
與
は
、
ジ

=
ヴ
ォ
ン
ズ
流
の
分
析
を
適
用
し
て
マ
ル
ク
ス
の
價
値
理
論
を 

批
評
せ
る
一
千
八
百
八
十
四
年
十
月
の
社
#

中
；義
誌『

現
代』

(
T
o
-
D
a
y
)

新
輯
第
一
ー
卷
に
登
載
せ
る
論
稿D

a
s

 K
a
p
i
p
l
:
A

 criticism.

で
あ
つ
た
。(

p
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勞
働
力
の
價
^
は
之
れ
を
生
產
す
る
に
要
せ
ら
るX
勞
働
量
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
、
然
る
に
之
れ
が
投
費
に
よ
っ
て
這
衝
同
一 

勞
鹰
ヵ
は
之
^

^
生
産
す
る
に
要
せ
ら
る
、
よ
り'も
大
な
る
勞
働
量
に
鎔
解
す
る
、
斯
く
て
或
る
人
が
勞
働
力
を
其

Q
價
値
に
於
い
て 

購
入
す
る
な
.ら
ば
、
彼
れ
は
其
の
取
引
の
終
り
に
於
い
て
は
、
彼
れ
が
其
の
初
め
に
於
い
て
投
入
せ
る
よ
り
も
以
上
の
勞
働

(

斯
く
て 

义
、

h
认
上
っ
1M
直)

を
抽
取
す
る
を
得
可
き
で
あ.る
^

_

.斯
く
の
如
き
は
マ
ル
ク
ス'
.の
餘
剩
價
値
學
說
の
支
持
せ
ら
る
、
推
理
の 

g

上
調
た
る
提
言
で
あ
る
。.然
る
に
、
ウ
ィ
ッ
ク
ス
チ
ー
ド
に
從
へ
ば
、
價
値
，は

「

含
有
せ
.ら
る
V
勞
働
量
•
-に
依
存
す
る
と
と
な
く
、
又 

常
に
之
れ
と
一
致
す
る
こ
と
が
な
い
。
如
何
な
る
條
件
の
下
に
於
い
て
、
そ
は
斯
く
の
如
く
一
致
す

.る
か
。
又
、
勞
働
力
は
果
し
て
是 

れ
等
の
條
件
上
從
ふ
か
。
勞
働
が
意
の
儘
に
八
若
し
く
は
芨
の
生
產
に
自
由
に
差
し
向
け
ら
る
、
を
得
て
、
ぶ
日
數
の
勞
働
が
八
の
少 

單
位
若
し
く
は
6
の

,3
:
單
位
に
任
意
に
變
ぜ
ら
る\
際
に
、
而
も
斯
く
の
如
き
際
に
於
い
て
の
み
、
八
及
び
3
の
多
寡
が
、
恰
も
八
の 

,
-單
^
が
^.
^

0

振̂
に
於
い
て
は
3

0
ぶ
單
位
と
等
し
く
有
用
な
る
底
の
も
の‘で
^-
る
^

勞
働
は
其
の
孰
れ
力
の
坐
產
に
差
し 

向
け
ら
る
可
き
で
あ
るo
. 0

の
際
に
均
衡
は
謹
贫
ら
れ
る
。
然
る
に
若
しC
な
る
或
'る
ニ
.定
.の
貨
物
が
存
.し
て
、
其
の
盡
に
對
し 

.て
、
自
己
の
■意
の
儘
な
る
勞
働
を
有
す
る
人
が
其
の
任
意i

般
S

働
を
差
し
向
け
る
こ
と
を
得
な̂
と
し
た
な
ら
ば
、C
の
慣
値 

は
电
、
の
含
有
す
る
勞
働
量
と
何
等.か
の
關
係
に
於
い
て
存
す
る
で
あ
ら
ぅ
と
想
像
す
可
き
如
何
な
る
理
由
も
存
す
る
こ
と
が
な
い
。
蓋 

し
其
の
慣
値
は
供
給
の
眼#-
に
於
け
る
其
の
效
用
に
よ
っ
て.決
定
ぜ
ら
れ
、
而
し
て
假
設.に
よ
っ
て
，這
般
の
限
琢
を
高
您
す
る
は
勞
働 

5
力
の
^4

存
す
る
.が
故
で
あ
る
。
斯
く
の
如
あ
も
の
は»:
に
务
働
者
が
人
格
的
に
奴
隸
に
非
ざ
る
あ
ら
ゆ
る
國
に
於
け
る
勞
働
カ
の 

，
場

合

で

あ

る

0
.

余
に
し
て
若
し
、.購
入
若
し
く
は
其
の
他
の.方
法
に
依
っ
て
余
の
選
擇
す
る
或
る
一
定
の
目
的
に
或
る
.一
定
量
の
勞
働 

を
菌
用
す
'る
の
：權
利
を
取
得
し
た
纪
ら
ば
、
：
涂
が
奴
隸
飼
貧
.の」

可
能
.な
る
國
に
住
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
.
.帽
子
の
坐
產(

例
へ
ば
.

)

又
は
勞 

，.動
力
の
生
產
に
任
意
に
之
れ
を
差
し
向
げ.る
こ
と
を
#
な
い
1
rr
く
て
X
、
其
の
作
用
に
依
っ
て
勞
働
カ
の
徵
値
及
び
他
の
貨
物
の
價 

フ
，イ
リ
ツ
ブ•
へ
ン
リ
！

ゥ
イ
ツ
ク
ス
チ
！
ド©『

經
濟
學
：の
會
識

』 
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一
 

ニ

五

(

六11
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フ
イ
リ
ツ
ズ
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へ
ン
リ
1
.タ
イ
ツ
ク
ス
.チ
1
ド
©『

經
濟
學
の
常
識』 
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一

二

六

(

十、
ニ
六) 

値

を

其

れ

其

れ

是
.れ
，等
の.も

の
.、
中

に

含

蓄

せ

：ら

る

勞

働

量

の

せ

率

に

歸

す

可

き

如

.何
な
る
經
濟
法
則
も
存
す
る
こ
；と
が
な
いO

是
，
 

に
於
^
'て
乎
.
マ
ル
.ク
ス
は
、
勞
働
力
を
其
の
價
値
.に

於

い

て

購

入

せ

，る

人

.が
其
.の
消
^
ょ

り

し

て

餘̂
價

値

を»

^
す
、可

き

資

ホ

.ま 

義
的
生
庫
の
如
何
な
る
內
柱
的
法
則
を
.も
指
承
し
得
な
か
っ
た
.觀
が
あ
る
。
吾
人
は
單
に
、
或
る
人
が
辛
じ
て
.生
計
を
支
へ
得
る
價
格
：
 

に
於
い
.て
彼
れ
の
欲
す
る
だ
け
多
く
の
勞
働
力
を
購
入(

生
産
で
は
な
.い)

す
る
と
と
を
：得
'る
の
事
實
の
上
に
投
げ
返
さ
る
、
に
過
ぎ
な 

い
0
然
も
、.
.
-
此
.の
事
.實
は
吾
人
が
樑
求
す
可
き
問
題
で
あ
っ
て
、
問
題
の
解
決
で
は
な
い
0 (
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b
y

 

Lionel Robbins, 
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o
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7
2
2
-
7
2
3
.

 )

°-
:
:
' 

:: 

-
 

.■ 

:
: 

' 

' 

: '■

'
-口
ビ
ン
ス
敎
授
は
、
是
れ
を
以
っ
て
、
.ビ
.ョ
ー
ム
0
バ
ヴ
.ァ
1
ク
及
び
パ
レ
ー
ト
オ
に
先
立
0
幾
年
の
以
前
に
起
草
せ
ら
れ
た
マ
ル 

ク
ス
學
說
‘の
最
初
の
..科
學
的
批
評
で
あ
つ
て
、
又
、
或
る
點
に
於
い
て
は
、
そ
は
依
然
と
し
て
最
も
'決
定
的
の
も
の
た
る
を
失
.は
な
い 

と
說
い
て
れ
る
o (ibid: 

vol. 

I, 

pp. 

vii-viii，)o

當
時
マ
ル
タ
ス
社
會
主
_
者
で
あ
っ
た
バ
1
ナ
ー
ド
•
シ
9
丨
は
ー
千
八
百
八
十
五
年
一
月
の『

現
代』

.誌
]1
に
於
い
て
之
れ
に
答
ふ 

る

所

が

あ

つ

た
 o

(
T
h
e

 

Jevonian 

Criticism 

of 

M
a
r
A
A

 C
o

 
日 me

n
t

 o
n

 the 

R
e
v
.

 

p. 

? w
i
c
k
s
t
e
e
d

orArticle b
y

 

B
e
r
n
a
r
d

 

silaw)，
To-day, 

v
o
l
.
I
I
L

 

(
N
e
w

 

series)，pp. 

2
2
-
2
6
.)。

ウ
ィ
ッ
ク
ス
.チ
ー
ド
は
更
^
に
之
れ
に
爾
し
て
.同
年
四
月
同
一
誌
上 

に
H
tr
e Jevonian 

Criticism 

of 

M
a
r
x
.

 

A

 

R
e
j
o
i
n
d
e
r
.

を
寄
稿
し
た
。r

T
o
l
d
a
y
,

 

vol. 

III. 

(
N
e
w

 .series 
ノ，
p
d.
.
.
1
7
7
-
1
7
9
o
o 

而
し
て
シ*

1
は
、
彼
れ
が
ウ
ィ
ッ
グ
ス
チ
ー
ド
死
去
の
直
後
に
述
ベ
て
ゐ
る
が
如
く
、
結
局
彼
れ
に
ょ
っ
て
說
き
伙
せ
ら
れ
た
の
で 

を
る
。(

一

千
九
百
ニ
十
七
年
コI

月
ニ
十
五
日
タ
イ
ム
ス
紙)

。 

.

H
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•

ウ
ィ
ッ
ク
ス
チ
ー
ド
は
一
千
八
百
八
十
八
年
、
前
揭『

經
濟
科
學
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト』

を
出
版
し
て
、
彼
れ
が
ジH

ヴ
ォ
ン
ズ
よ
り 

學
ベ
る
理
論
の
中
心
の
指
導
原
理
を
再
說
せ
ん
こ
と
を
期
し
、
而
し
て
ジ
ぅ
ウ
ォ
ン
ズ
の
使
用
せ
る「

終
極
效
用」

な
る
語
に
代
へ
て 

填
太
利
經
濟
攀
者
ヴ
ィ
ザ
ー
の
使
用
せ
る

p
l

n
u

t
z

e
n

の
譯
語「

限
界
效
用」

(
m
a
r
g
i
n
a
l

 

u
t
i
l
i
t
y
)

な
る
語
を
使
用
し
た
。(

o

r 

F
r
i
e
d
r
i
c
h

 

v
s wi

e
s
e
r
,

c:b
e
r

 

d
e
n

 

U
r
s
p
r
u
n
g

 

§
pu

穿
 

H
a
u
p
t
g
e
s
e
t
z
e

 d
e
s

 

w
i
r
t
h
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
s

 

W
e
r
t
h
e
s
,

 

1
00
8
4
, S
•
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.
)

彼
れ
は
遂
.に
本
書
の
第
二
部
を
發
兌
す
る
こ
と
な
く
、

ー
千
八
百
九
十
四
年
に
至
つ
て
、
別
箇
の
著
述
>
0

内
泛

0

7

§
 

the 

c
o


o
r
d
i
n
a
t
i
o
n

 

o
f

 the 

L
a
w
s

 

o
f

 

D
i
s
s
l
i
o
n
.

を
出
版
し
た
。
本
論
文
は
當
時
猶
ほ
未
だ
解
決
せ
ら
る
、
こ
と
の
な
か
つ
た
問
題
、 

即
ち
如
何
な
る
割
合
に
於
い
て
、
價
格
は「

最
後
の
貨
物」

の
生
產
に
共
働
し
つ
、
あ
る
種
々
な
る
要
素
間
に
分
配
せ
ら
1る
、
や
の
問
題 

を
解
決
せ
ん
こ
と
.を
企
圖
せ
る
も
の
で
あ
る
。
彼
れ
日
く
、「

各
坐
產
要
素
は
生
産
者
と
し
て
の
其
の
限
與
的
能
率
に
よ
つ
て
規
制
せ
ら 

る
、
其
の
產
物
の
配
分
を
收
受
す
る
。
茲
に
菩
人
の
手
中
に
置
か
ル
た
分
配
の
一
般
法
則
が
存
す
る」

.とo
o
b
l
d
v
,

 

p，
o

o
即
ち
其
の 

中
樞
の
命
題
は
、
坐
產
諸
要
素
の
各
々
が
其
の
限
界
的
能
率
に
よ
つ
て
決
定
せ
ら
る
X
率
に
於
い
て
酬
い
ら
る
ぉ
と
し
た
な
ら
ば
、
'
箇 

キ
の
要
素
の
報
酬
の
總
計
は
正
確
に
其
の
收
益
を
皆
無
な
ら
し
む
る
と
茇
ふ
に
往
る
。
後
年
彼
れ
は
幾
分
エ
ッ
デ
ヮ
丨
ス
及
び
パ
レ
丨 

ト
オ
ひ
批
評
に
由
.つ
て
、
彼
れ
が
本
論
文
中
に
採
用
せ
る
讓
の
方
法
に
不
滿
を
感
ず
る
に
至
り
、
是
れ
を
以
つ
て
早
ま
れ
る
綜
合
で
. 

あ
つ
た
と
宣
言
し
、
其
の『

經
濟
學
の
常
識』

に
於
い
て
遂
に
之
れ
が
撤
囘
せ
ら
れ
た
る
旨
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
が
、
而
も
其
の
改
說

の
範
圍
及
び
必
要
に
關
し
て
は
共
に
幾
分
の
疑
問
が
存
す
る
。

彼
れ
は
此
の
論
文
に
次
い
で
、

一
千
九
百
〇
五
年
に
は
.

T
h
e

 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

J
o
u
r
n
a
l
.

の
第
十
五
卷
第
五
十
九
號
に
於
い
て
、

ヘ
ン 

リ
ー
•
ヒ
.ッ
グ
.ス(

H
e
n
r
y

 

H
i
g
g
s
)

の
序
文
を
附
し
て
出
版
せ
ら
れ
た
ジ
ユ
ヴ
ォ
ン
ズ
の
經
濟
學
原
理
に
關
す
る
斷
片
的
遺
著
H
tr
e 

•sindples: 

of 

E
c
o
n
o
m
i
c
s

を
紹
介
し
、
同
六
年
に
は
同
誌
第
十
六
卷
第
六
十
四
號
上
於
い
て
、
パ
レ
ー
.ト
オ(vilfredo 

paleto)

フ
.ィ
リ
ッ
ブ
•
へ
ン
リ
•
ウ
ィ
ッ
ク
スチ

*-

ド
の『

M.
濟
學
の
常
識』 

1

ニ

七

(

山
ノ
ご
七)
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s
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^
し
、
而
い
て
‘一
千
九
百
十
年
呓

'至
づ
^

彼
れ
0
'經
濟
學
に
.對
す
?,
-

最

大

の

：
寄

與

た

る

『

經

：
濟

學

の

常

識

；

1
1

(

1
^
1
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C
o
m
m
o
n

 

s
e

l

 

o
f

 

P
o
l
i
t
i
c
a
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c
o
n
o
m
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n
d
u
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i
a
g

 

a

 

s
t
u
d
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o
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t
h
e

 

h
i
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i
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o
f

 

e
c
o
n
o
m
i
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l
a
w
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を

發

表

し>て

デ
'

.;■

ウ
ィ
ッ
ク
ス
..チ
ー
ド
ば
本
書
ぬ
緖
言
に
於
い
て
、
現
代
の
經
濟
學
が
舊
建
造
物
の
單
な
る
修
繕
及
び
補
强
に
非
ず
し
て
、
別
箇
の
堂 

宇
の
新
^

で
.

を
こ
と
を
承
認
す
可
き
時
が
到
來
し
た
と
述
べ
て
ゐ
る
o 

(
i
b
i
d
.
,

 

P

..-

2

0

0
ア
ル
フ
レ
，
ド
*
マ
i

シ
ャ
ル
は
古
典
的 

經
濟
學
者
の
事
業
を
破
壞
す
る
が
爲
め
に
來
ら
ず
し
て
、
彼
れ
自
ら
^

思
惟
せ
る
が
如
く
、
之
れ
を
成
就
す
る
が
爲
め
に
來
つ
を
。
钱 

石
に
ウ
.，ィ
ッ
.
ク
ス
チ
ー
ド
.は
ジH

ヴ
ォ
ン
ズ
及
び
メ
ン
ガ
ー
と
共
に
、
舊
經
濟
學
の
完
全
な
'る
建
|
1を
必
要
と
1 |
'
-を
0

前
者
が
歡
芷
主 

_

者
で
あ
る
な
ら
ば
、
後
者
は
取
^ -
主
義
者
で
あ
つ
た
0

9

1

8

6

1

W。げ
げ
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c
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t
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t
h
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e
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o
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h
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s
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o
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i
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x
v
i
o
o 

マ
， -

シ
ャ
ル
の『

原
理 J

 
と
ウ
ィ
ッ
ク
ス
チ
ー
ド
の『

殽 

識』

と
の
間
の
相
違
は
最
も
明
瞭
に
限
界
效
用
の
根
本
概
念
の
使
用
に
現
れ
て
ゐ
る
。

マ
ー
シ
ャ
ル
及
び
マ
ー
シ
ャ
，ル
學
徒
に
仗
つ
て 

は
限
界
效
用
は
取
衡
理
論
の
主
部
に
於
い
て
小
な
る
役
割
を
演
ず
石
に
過
ぎ
な
い
。
そ
は
市
場
の
理
論H

對
す
る
修
飾
で
あ
る
。

マ
1 

シ
ャ
ル
の
價
値
及
び
分
配
理
論
の
主
要
な
る
實
體
は
費
用
に
關
す
る
o

遞
減
的
限
振
效
用
：の
法
則
は
マ
ー
シ
ャ
ル
及
び
其
の
fi
g

流
に
取 

つ
て
は
、
彼
れ
等
が
均
衡
の
考
察
か
ら
福
利
の
雲
に
移
れ
る
時
に
於
い
て
の
み
重
要
性
を
有
す
る
こ
と
、
爲
る
。
然
る
に
ジH

ヴ 

ン

ズ

.、

.
メ

ン

ガ

1

及
び
其
の
學
徒
に
取
つ
て
は
、
限
界
效
用
概
念
の
發
見
は
本
質
的
に
分
析
經
濟
學
の
主
部
の
變
革
を
意
味
す
る
0.
彼

れ
等
の
手
中
に
在
つ
て
、
限
界
效
用
の
概
念
は
經
濟
均
衡
理
論
の
全
叙
述
を
變
更
す
る

0 .
武
器
と
爲
つ
た
0
. 

(ibid., 

p.p. 

xvi-xviioo

■

本
書
は
三
編
に
分
た
れ
る
0

彼
れ
は
先
づ
第I

に
限
界
的
分
析
の
系
統
的
說
明
を
行
ふo

吾
人
が「

經
濟」(

E
c
o
n
o

日y)

な
る
名
辭
の
現
在
の
意
味

(

浪
費
を
避
く
る
こ
と)

を
其
の
語
原
的
章
味(

一
家
の
管
理)

の
、
上

に

附

加

す
 

る
な
，ら
ば
、

「

經
濟」

の
概
念
は「

浪
費
を
避
け
、
能
率
を
確
保
す
る
が
如
き
方
法
に
於
け
る
一
家
の
*

㈱
及
び
#
源
の
管
理」

と
爲
ら
な 

.け
れ
ば
な
ら
ぬ
。「

政
洽的

.！

經
濟
は
、
類
推
に
よ
つ
て
"
獷
張
せ
ら
れ
た
る
家
若
し
く
は
社
會
と
し
て
看
做
さ
れ
而
し
て
中
央
の
權
威 

に
よ
つ
て
規
制
せ
ら
る
、一

國
の
事
務
及
び
資
源
の
同
樣
の
管
理
を
指
示
す
る
。
而
し
て

「

政

治

的

經

濟

巴
g

g
§
5
の
硏 

究
は
‘ー
社
會
の
資
源
が
浪
費
な
く
し
て
共
同
の
諸
目
的
を
達
成
す
る
よ
ぅ
に
規
制
せ
ら
れ
管
理
せ
ら
る
可
き
諸
原
理
の
硏
究
た
る
可
き 

:

で
あ
る
。(ibid., 

y

 

l4.)o 

.

「

經
濟
學I

C
E
C
O
A
O
E
C
S
)

は
一

個
入
、
一

家
、
一
た
業
若
し
く
は
一
國
家
の
孰
れ
を
問
は
ず
、
其
の
資
源 

管
理
の
二
般
原
則.の
硏
究
を
包
含
し
、
總
ベ
て
斯
く
の
如
き
管
理
に
在
つ
て
浪
費
の
生
ず
る
.諸
方
法
の
檢
討
を
含
有
す
る
も
の
と
解
せ 

ら
る〜

を
得
可
き
で
あ
る
。
本
書
の
目
的
は
よ
い
狹
く
し
て
、
現
代
的
な
る
意
義
に
於
：け
る

「

政
治
的
.經
濟」

の
諸
制
題
を
說
明
.す
る
に 

存
す
る
.、
即
ち
讀
营
を
し
て
產
業
的
並
び
に
商
業
的
生
活
の
機
構
及
'び
自
發
的
組
織
を
理
解
せ
し
む
る
に-#
す
る
、
而
も
、
同
時
に
、 

這
般
の
理
解
は
其
の
最
廣
の
.範
園
に
於
け
る「

經
濟
學
L
の
徹
底
せ
る

豫
備
的
研

究

、

即
ち
何
等
の
形
式
的
若
心
く
は
因
襲
的
制
限
な
く 

し
て
考
案
せ
ら
るV
資
源
の
管
理
並
び
に
交
替
物
亂
の
選
擇
の.諸
原
理
の
，硏
究
：に
よ
つ
て
最
も
能
く
達
成
せ
ら
れ
得
る
こ
と
を
著
者
は 

確
く
自
信
す
る
.0(ibid.,'P.1

7
0
0

 

.

.
”，著
者
は
ヤ
家
資
源
管
理
の
硏
究
か
ら
始
め
て
、
市
場
に
於
い
て
購
入
を
行

ひ
、
商
店
に
於
い
てI

貝
物
を
爲
し
、
商
人
に
.註
文
を
爲
す- 

等
に
際
し
、1:

家
の
主
婦
は
其
の
金
錢
上
の
資
源
を
管
理
し
、
貨
幣
を
し
て
出
來
得
る

.限
り
效
果
あ
ら
し
め
ん
と
試
み
つ
、
あ
る
も
の 

で
.あ
り
’、
而
し
て
彼
の
女
の
買
物
が
家
庭
に
齎
さ
れ
た
る
時
"
彼
の
女
は
尙
ほ
、
是
れ
等
の
も
の
を
し
て
及
：ぶ
限
り
效
果
を
現
は
さ
し 

む
：る
よ
ぅ
に
.種
々
な
る
要
求
者
等(

其
の
欲
望
を
是
れ
等
の
も
の
が
刹
底
完
全
に
滿
足
せ
し
む
る
こ
と
能
は
ざ
る
可
き
.

)

の
間
に
之
れ 

を
分
配
す
る
往
々
に
し
て
微
妙
且
つ
困
難
な
る#

^
た
る
類
似
の
任
務
を
有
す
る
こ
と
を
注
意
す
る
。
^
.̂
^
?
，

」

-̂)

。

彼
れ
に
從 

フ

ィ

リ

ッ
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*
へ

ン

リ

.
1
•
ゥ

'ィ
タ

ク

ス

チ

ー

ド

の

.

『

經
濟
學
の
常
.識』
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六
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ブ
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ィ
々
ク
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サ
1

ド
の『

韜
濟
擧
:0
.常
譎』
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5

0
 

(

六
§

)

■べ
ば
^

注̂
窟
^
は
管
理
せ
^
れ
な
妙
れ
ば
な ̂

浪
費
せ
ら
名
\

5
あ
る
も
の
、
中
に
含
め
ら̂

る
0
: 0
 

*

の
術
は
吾
人
.の
.あ
.ら
ゆ
'る
種
類
の
扞
要
教
る
資
漉
を
有
效
且
つ_經
濟
的
ビ
分
配
；す
る
の
術
を
包
含
す
る
、
：
而
し
て
.，_
象
の
，管
理
は
寺 

間
の
節
狗
の
爲
め
に
貨
幣
祀
於
い
セ>
'3
t
は
貨
幣
の
節
約
：の
爲
めm
時
間
に
於
い
そ
、
若
し
一
く
は
麵
麵
、
馬
鈴
著
又
は
ク
リ
丨
ム
に
^
け 

;
節
約
0
爲
め
^
思
索
^
精
カ
^
に
：於
^
て
高
價
.に
過
ぐ
る
支
拂
を
爲
す.こ
，と
あ
り
得
«1
き
.這
般
.の
術
の
一
部
門
で
あ
る
。
洵
に
あ
ら 

ゆ
，る&

入
せ
事
實
上
交
替
物
間
の
選
擇
を
包
意
す
る
が
故
.に
、
等
し
く
他
の
讓
の
行
爲
，に̂
亦
、
適
用
せ
ら
れ
得
る
諸
原
理
に
ょ
つ
て 

，指
導
.せ
ふ
れ
る
。
是
取
等
の
も
の
を
了
解
す
る
が
爲
め
に
は
吾
人
は
選
擇
の
心
理
學
を
硏
究
し

な

け

れ

.ば

な

ら

ぬ
。
市
場
に
於
い
て
は
、

■
震

.の
問
題
は
貸
®
價
格
の
名
辭
に
於
い
て
現
は
也
る
。

一

物
件
.の
價
格
は
饕
者
に
對
し
て
開
か
れ
f

交
替
物
の
範
圍
を
求
す
も 

.の
で
あ
;1
)

、
：又
、
交
#

物
が
吾
人
に
對
レ
て
提
供
せ
.ら
る
;1

條
件
の
特
殊
，の
場
合
で
^>
,
.る
0
'(

§

ぞ

？

2
0
.
2.ー
沒 

見
異
質
^

な
る
,

望
の
.目
的
物
を
相
互
に
比
較
：し
、
而
し
て
吾
人
が
是
れ
等
の
も
0.

を
取
得
し
得
，る
條
件
に
從
つ
て
是
れ
篇
も
の
、 

間
に
選
擇
を
行
ひ
つ
-
^あ
る
の
.で
あ
る
0

吾
入
が
相
互
に
均
衡
を
保
た
し
め
且
.0
比
較
す
る
欲
望
及
び
追
求(

«
&
.
的

及

び

消

極

的

)

の 

1

ゆ
る
目
的
物
の
總
ベ
.て
は
、
是
れ
等
の
も
の
が
貨
幣
に
代
へ
.
て
取
得
f

れ
得
.る
I

と
を
問
は
ず
、
^

.於
い
て一

般
的
.選
擇Q

:

ス
ダ
1
,ル
：、
：相
對
的
評
價

Q
 

X
ヶ
I
ル
、
藉
し
く
は
相
對
的
馨
性

Q

ス
ゲ
1
ル
に
排
列
せ
I

、

を

得

る

：
の 

で
あ
る
。
o
^
f
p
p
^
, 

2
2
-
3
3

•

)

，

.

五
、
.

.，次
い
で
、
.ウ
ィッ
ク
ス
.チ
ー
.ド
.は
遞
減
的
心
的
收
益(d

i
m
i
l
i
n
s
:
.

 p
s
y
&
c

 

r
e
t
u
r
n
s)

に
就
い
て
述
べ
'る
？
一 
貨
物
浩
し
く
は
也 

©
.願

望

の

自

的

物

が

吾

人

へ

の

供

給

に

對

す

る

或

る

1
定
の
：：附
加
の
重
耍
性
は
供
給
の
增
加
す
る
.に
連
れ
て
下
降
す
る
0「

お
か
は
り
は 

如
何
も
初
め
ほ
ど
甘
く
な
い」

と
小
供
は
其
の
一
一
皿
目
の
ジ
ャ
ム• 
ロ
1
ル
を
平
げ
た
時
に
深
ぃ
播
息
を
つ
い
て
沄
つ
た
。(

舅

ブ

4
0
0。
吾
人
は
常
に
吾
人
が
限
界
的
勤
務
、
限
界
的
激
費
*
限
界
时
道
要
性
、
限
界
时
投
費
、
限
界
的
增
加
量
等
を
考
察
し
っ
、
あ
る 

を
發
見
す
る
.。
限
界
的
考
察
は
總
べ

V

吾
人
が
領
有
し
若
し
く
は
考
察
し
つ
、
あ
る
或
る
物
の
在
高
の
僅
少
な
る
增
減
に
關
す
る
考
察 

で
あ
る
。
.總
べ
.て
或
る
椒
の
吾
人
の
供
給
を
增
加
す
る
に
よ
つ
て
-
吾
人
は
其
0
限
界
的
重
要
性
を
減
少
し-
而
し
て
吾
人
の
選
擇
の. 

ス
-ケ
ー
ル
に
於
け
.る
附
加
的
単
位
の
位
置
を
抵
下
す
る
。
斯
く
て
家
婦
が
市
場
に
於
い
て
看
出
す
或
る

一

定
貨
物
の
價
格
が
如
何
に
あ 

ふ
.に
せ
よ
、.彼
の
女
に
對
す
る
其
の.限
界
的
.
®要
性
が
其
の
價
格
よ
り
も
高
き
間
は
彼
の
女
は
購
入
す
可
き
で
あ
ら
ぅ
、
然
し
な
が
ら 

彼
の
女
自
身
を
し
て
增
加
せ
る
在
高
を
領
有
せ
じ
め
つ
X
あ
る
行
爲
其
の
者
は
其
の
限
琚
的®
要
件
•を
減
少
す
る
。
而
し
て
彼
の
女
が 

購
入
す
るHJ

愈
々
多
け
れ
ば
、
そ
は
愈
々
犯
き
に至
る
。
■，
そ

を

し

て

市

場

價

格

と

-
致
せ
し
む
る
高
は
彼
の
女
の
購
人
す
可
き
高
で
あ 

る
o
.

(ibid.,

せ
.4

1
0
0

而
し
て
總
.べ
て
は
市
場
價
格
に
於
い
て
膦
人
せ
ら
る
、
も
、
供
給
の
初
め
の
增
加
量
の
總
べ
て
は
限
界
に
於 

け
る
其
れ
上
り
も
高
き
價
値
を
有
す
る
が
故
に
、
吾
人
の
取
得
す
る
滿
足
は
吾
人
が
之
れ
に
對
し
て
支
拂
ふ
價
楮
以
上
に
價
値
あ
る
.こ 

と
ゝ
«

る
。
惟
ヴ
限
界
に
於
い
て
の
み
、
取
得
せ
ら
'る
V
物
と
之
れ
に
對
し
て
支
拂は
る
、
價
格
と
の
間
に
適
合
が
#
す
る
。(ibid.,

p. 

4
3
0
0
. 

• 

. 

.

.

. 

■ 

i
.
. 

.

r吾
人
に
し
て
若
し1

定
條
件
を
以
つ
て
相
互
に
物
件
を
交
換
し
、
若
し
く
は
是
れ
等
の
も
の
i
間
に
選
擇
を
行
ふ
こ
と
が
出
来
る
な 

ら
ば
'
吾
人
は
他
の
も
の
を
棄
て
X
更
ら
に
價
値
あ
る
物
の
菩
人
の
供
給
を
增
加
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
楚
れ
に
由
つ
て

一
方
の
限
界 

的
重
雜
性
^
低
下
し
-
他
の
其
れ
を
^

^
て
v
.
—
に
は
是
れ
等
の
も
の
\
重
要
性
は
、
'
そ
が
交
替
物
と
し
て
収
得
し
得
る
代
償
と
適
合 

す
る
。
,'g

の
點
が
到
達
せ
ら
る
i
時
に
は
A
均
衡(

e
q
m
b
r
i
i
)

が
存
す
石
CP
で
.あ
る
。
若
し
所
有
者
に
し
て
彼
れ
に
對
し
て
開
か
れ 

た
る
^

:
に
於
い
て
、
.貨
物
の
蛾
何
に
小
な
る
.
の̂
で
あ
.つ
そ
'も
其
の
1
部
分
を
他
の
も
の
\:之
れ
に
相
當
ず
る
部
分
と
交
換
す
る
に 

よ
つ
..て
利
得
す
可
ぎ
こ
と
を
知
る
な
ら
ば
、
均
衡
は
存
ず
る
こ
と
が
な
‘い
。(ibid., 

p. 

66. )

o

而
し
て
成
功
ぜ
る
.物
*
管
理
は
斯
く 

フ
.ィ
リ
ッ
ブ
ニ
ン5—

•
ゥ

ィ

ッ

ク

ス

チ
1
.ド
の
：

『

經
濟
學
の
常
識』

 

一
H ̂
 

(

六
三
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フ

ィ

リ

ッ

K

•
へ

ン

リ

I

ウ

ィ
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ク

ス

チ

I

ド

の

『

經

濟

學

の

常

識

』

 

一
三
ニ

 

ニ

)

Q

如
き
^:
衡

を確
立
し
維
持
す
る
に
存
す
る
。(ibid., 

P

.'76. )

o

ウ
ィ
ッ
ク
：

X
.

チ
ー

ド
は
這
般
の
原
理
を
閑
暇
と
貨
幣
、
空
間
、
寺
間 

及
び
努
力
の
管
理
、
並
び
に
知
識
的
、
道
德
的
若
し
く
は
精
神
的
事
項
に
も
擴
張
す
るo

0

1
。
P
P
.
.
7
6
-

O0
P)

。

斯
く
の
.如
き
交
換 

又
は
選
擇
を
爲
す
に
際
し
て
は
吾
人
は
其
の
取
扱
ひ
つ
i
あ
る
事
物
の
豫
期
せ
ら
れ
た
る
價
値
に
ょ
つ
て
指
導
せ
ら
れ
る
、p

 

3

て
吾 

人
が
過
誤
を
爲
し
、
其
の
取
得
せ
る
着
の
と
之
れ
を
取
得
す
る
の
代
償
と
の
間
に
限
界
的
適
合
を
確
保
す
る
こ
と
を
過
つ
た
と
し
ヒ
な 

ら
ば
•
吾
人
が
過
つ
て
支
拂
つ
た
債
格
は
、
吾
人
が
之
れ
に
對
し
て
支
拂
へ
る
物
件
の
慣
傯
に
影
響
す
る

.

こ
と
が
な
い
。ribid., 

pp.

oo
s
l
o
o

第
三
に
ウ
ィ
ッ
ク
ス
チ
丨
ド
は
經
濟
的
管
理
と
其
の
困
難
に
就
い
て
述
べ
る
。
限
琢
的
重
要
性
、と
市
場
慣
格
と
の
間
の
理
想
的
適
合 

は
經
費
の
種
々
な
る
部
門
を
相
互
に
有
效
な
る
關
係
を
保
た
し
む
る
の
困
難

(
d
l
u
l
t
y

o'f 

i
n
t
e
r
d
e
p
a
f
e
n
t
a
l

 

c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n

ン 

及
び
吾
人
が
常
に.諸
物
を
正
確
に
其
の
欲
す
る
數
量
に
於
い
て
取
得
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
.の
事
實
に
ょ
つ
て
妨
げ
ら̂

る
。

(

I

 

s
. 

w
s
o
o
.

)

。
吾
人
は
又
食
料
の
如
く
吾
人
が
之
れ
を
使
用
す
る
際
に
支
拂
ふ
物
と
.
家
具
の
如
く
一

 

度
に
支
拂
ひ
、
而
し
て
長
期 

に
亙
つ
て
使
用
す
る
物
に
對
す
る
經
費
の
間
に
平
衡
を
保
.た
な
け
れ
ば
.な
ら
ぬ
、
而
し
て
總
ベ
て
.の
經
費
が
等
し
く
所
辱
か
ら
支
拂
は 

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
な
ら
ば
、
吾
人
が
經
常
費
を
切
詰
め
つ
、
あ
ん
の
で
あ
る
が
、
而
も
未
だ
吾
人
が
其
の
爲
め
に
節
約
し
つ
ぐ
あ
る 

更
ら
に
永
續
的
な
る
領
有
を
確
保
す
る
こ
と0.
な
い
罾
め
の
期
間
は
吾
人
が
享
樂
な
ぐ
し
て
支
拂
ひ
つ
、
あ
る
不
自
由

^
を
&
§
ン
の 

期
間
.で
あ
る
で
あ
ら
ぅ
、
而
し
て
吾
人
が
支
拂
ふ

こ

と

な
く
し
て
享
樂
し
つi
あ
る
他
の
期
間
が
之
れに

次
い
で
坐

ず

可
き
で
あ
ら
ぅ
。 

(ibid., 

pp. 

1
0
1
.
1
0
7
0
0

諸
般
の
.賃
借
の
制
度
は
吾
人
を
し
て
支
拂
の
期
間
を
使
用
の
'全
期
阶
に
苴
.ら
し
め
、.斯

く

て

又

、
：
第

.
ー
の 

期
間
の
此
較
的
窮
乏
を
第
ー
一
の
期
間
の
比
較
^ :
豐
富
を
犠
牲
と
し
て
救
濟
す
る̂
^
せ
し
：む
る
方
法
で
あ
る
。
賃
昔
は
又
吾
人
を
し
て 

分
葡
す
るこ
と

能
は
ざ
る
貨
物
に
就.

s

て
吾
人
の
欲
望
する

一
部
を
享
有
する

こ
と
を
得
せ
し
：め
る
。斯
ぐ

の

如

き

利

益

に

青
し
て
吾

人
の
支
.拂
ふ
フ
レ
ミ
ァ
ム
は
和
子
の
源
泉
の
：
一

で

あ

る

.0
斯

く

て

限

界

的

調

整

の

原

理

は

吾

八

^

資
；源

管

理

の

總

べ

て

に

行

き

互

つ

て 

グ

る

大

パ

の
為
位
急
速
に
朽
廢
し
易
き
貨
物
の
消
費
と
比
較
的
永
續
的
な
る
貨
物
の
使
用
ノ
購
人
と
貨

借
、
現
在
及
び
將
卞
に
對 

す
る
願
望
及
び
訐
鶴
、
物
質
的
及
び
精
神
的
所
要
は
總
べ
て
其
の
支
配
を
受
け
る

0(

|

ヾ
§」

0
7
-
1
1
4
0
0 

‘

著
若
は
、
■資
源
の
浪
費
に
資
し
又
吾
人
を
妨
げ
て
其
の
自
由
に
使
用
し
得

る

資

源

が

.
吾

人

を

し

て

確
保
す
る
を
得
せ
しむ
る

滿
足

の
 

充
分
な
る
量
，
を

.實
感
せ
し

め

ざ

る

一

定
の
.心
的
習
性
の
考
察
に
本
章
の
殘
餘
を
捧
げ
る
0
即
ち
吾
人
の
資
源
管
理
を
攪
亂

す

る

誤
れ
る 

類
讲
及
び
習
慣
環
境
及
び
無̂|
練

な

る

心

的

習

性

に

ょ

つ

て

生

ぜ

し

め

ら

る

\
錯

覺

が

是

れ

で

あ

る

。(ibid., 

pp. 

114-122. )

o 

而
も
吾<

が
如
何
に
完
全
に
斯
く

Q

如
き
客
觀
的
及
び
主
觀
的
な
る
管
理

Q.

困
難
と
過
誤
I

征
服
し
た
と
し
て
も
、
吾
人
が
其
の
手

段
を
使
用
す
る
_

極
の
重
.要
性
は
吾
人
の
諸
目
的
の
，本
質
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
&

ぬ
9

選
擇
の
ス
ヶ
ー
ル
は
人
間
の
性
格
を
反
映
す 

る

.0(

i
b
a
.
, pp

.

 

1
2
2
-
1
2
4

レ
。 

.
 

.

著
者
は
個
人
的
及
び
家
事
的
經
濟
ょ
り
政
治
的
經
濟
に
移
る
に
際
し
て
、
貨
幣
及
び
交
換
の

.本
質
及
び
職
能
並
び
に

r

經
濟
生
g

s
 

「

經
濟
的
關
係」

、「

經
濟
的
條
件J、

「

經

濟

的

動

機

」

及
び「

經

濟

力」

と
耷
ふ
：が
如
き
.諸
辭
句
の
意
味
を
說
明
す
るo
.

.
總
べ
て
或
る
交
換
し
得
る
兩
物
件
の
相
對
的
茁
要
性
が
其
.の
社
會
に
於
け
る
或
る
一f

個
D
人
の
ス
ヶ
ー
ル
上
に
^

い

て

笑

界
^
,
に
相 

異
な
る
時
に
は
有
利
な
る
交
換
が
起
り
得
る
、
而
し
て
交
換
其
の
者
は
這
般
の
相
違
を
減
少
す
る
に
資
す
る
0

斯
く
て
均
衡
が
存
す
る 

時
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
の
ス
ヶ
I

ル
上
に
於
け
る
交
換
物
件
は
同
一
の
相
對
的
位
置
を
古
め
.な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
斯
く
の
如
き
位
置
を
表 

示
し
つ
、
あ
る
ス
ケ
ー
ル
は
社
會
的
若
し
く
は
團
體
的
ス
ケ
ー
.ル
と
看
做
さ
れ
る
こ
と
が
出
来
る
。(

l

o

. 

1
2
6
0
。

.

然
し
な
”
 

ら
、
吾
人
が
選
擇
の
ス
ヶ
ー
ル
の
上
に
は
全
然
交
換
し
得
ざ
る
幾
多
の
物
件
の
存
す
る
こ
と
を
認
め
孜
行
れ
ば
な
ら
ぬ
。
或
.る
v
i
l
l

フ
ィ
リ
タ
'.
r
v
へ
ン
リ
ー
•
及
ィ
ツ
ク
ス
チ
1

ド
の『

經
濟
學
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常
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三

C
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0



フ
ィ
V
ッ
プ
，
へ
シ
リ
！

ク
ィ
少
ク
ス

'チ
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ド
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越
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學
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r

三

四

(

六
三.四)

の
人
の
數
學
の
知
識
と
交
換
し
て
之
れ
に
自B
の
支
娜
語
の
知
識
を
讓
渡
せ
ん
こ
と
を
欲
し
、
他0者
は
.又
其
の
取
極
め
を
歡
迎
す
る 

こ
i
が
あ
：る
で
あ
ら
ぅ
が
、
而
も
交
換
は
起'る

こ

，
と

を

得

な

い

''
0
他
方
に
於
い
て
自
己
ー
身
の
使
用
の
爲
め
に
農
産
物
を
栽
培
し
差
一 

A
の
者
が
彼
れ
等
の
限#
的
選
擇
が
相
違
し
、

一A
の
ス
ヶ
ー
ル
上
'に
.於
.い
.て
馬
鈴
薯
が
比
較
的
高
き
位
置
を
占
め
丨
他
の
者
の
^
れ 

,
に
於
い
て
は
穀
物
が
，比
較
的
高
；き

位

置
を
占
む
る

5
を
看
出
し
た
：な
ら
.ば
、
.彼
れ
.等
は
；交

換.に
：よ
つ
て
調
盤
を
行
ひ
、
，相
瓦
に
利
益
を 

得
る
こ
と
が
.出
來
る
o
,或
る
場
合
に
於
い
て
：は
、
彼
れ.等
の
各
々「

がf .

彼れに：
し
て
若
し
全
事
情
を
豫
見
丨
之
れ
と
.
等し
 

き
.究
蔻
の
平
衡
を
交
換
を
俟
た
ず
し'て
直
接
に
確
保
す.る
よ
ぅ
に
自
己
の
個
人
的
作
業
を
指
導
す
可
か
り
し
こ
と
が
想
像
し
得
ら
れ 

る
。
斯
く
の
如
き
場
合
に
は
此
の，

j :

人

は
論
き
の
支
那
語
と
數
學
の
，研

究

者

.の
：如
く
最
初
：
の
過
誤
を
爲
し
た
も
，の
で
あ
る
が
、

而
も
彼 

れ
等
は
彼
れ
等
と
晁
り
、
交
換
に
よ
つ
て
部
分
盼
に
、
若
し
く
は
完
全
に
其
の
過
誤
を
救
濟
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
然
し
な
が
ら
、
交 

換

が

起

る

に

は
畢
蔻
何
等
か
の
過
誤
が
な
け
れ
ば
，な

ら

な

か

つ

た

と

想

像

す

る

必

要

は

な

い

.°
分
勞
の
經
濟
を
利
用
す
る
複
雜
な
る
產 

業
の
組
織
は
手
段
を
し
て
目
的
に
：適
合
せ
し
む
る
機
構
の
至
要
部
分
と
し
て
、
最
初
か
ら
交
換
を
豫
期
す
る
。

(ibid,,, pp. 

1
200
ム33. )

o 

-斯
く
の
如
く
組
織
せ
ら
れ
た
社
會
に
於
い
て
は
、
交
換
の
媒
介
物
及
び
價
値
の
標
準
が
自
然
に
發
生
し
て
、
次
い
で
法
律
に
よ
つ
て 

規
制
せ
ら
れ
る
。(ib

i
d
.
,、pp. 

1
3
5
-
1
3
7
0
0

媒
介
物
及
び
標
準
と
し
て
の
金
の
使
用
は
貨
物
と
し
て
の
其
の
使
用
に
依
存
す
る
。 

(ibid., 

p
p
.
1
3

Qo
-
l 

4

0

0

貨
物
の
金
價
楮
は
金
と
の
關
係
にめ
け
る
圑
體
的
ス
ヶ
ー
ル
上
に
於
け
る
其
の
位
置
の
表
現
な
る
が
故
に
、 

湖
對
的
に
相
互
に
對
す
る
是
れ
等
の
も
のV位
置
の
表
現
並
び
に
是
れ
等
の
も
の
を領
有
する
人

々
の
總
べ
て
の
個
入
的
ス
ケ
ー
ル
の 

上
に
於
け
る
是
れ
等
の
相
對
的
位
置
の
同
等
の
.表
現
と
爲
る
を
得
可
き
で'あ
る
o (ibid，，

pp. 

1
4
1
-
1
4
0
0

然
し
な
が
ら
、
這
晈
の 

同
等
は
交
換
せ
ら
る
、
こ
と
能
は
ざ
る
物
件
に
及
ぶ
こ
と
が
な
い
。
個
人
的
ス
ケ
ー
ル
の
上
に
於
け
る
交
換
し
得
ざ
る
品
目
は
團
體
的 

.ス
ケ
ー
ル
の
上
に
表
現
せ

ら

る

、
こ
と
な
く
、
又
相
異
れ
る
個
人
的
ス
ケ
ー
ル
の
上
に
於
ぃ
て
、
.交
換
'せ
ら
れ
得
る
品
目2>
中
こ
在
っ

.て
、
同
等
の
位
置
を
取
る
こ
と
が
な
い
。
或
る
人
が
何
等
の
貯
べ
を
も
有
せ
ざ
る
交
換
物
件
む
紙
然
る
可
き
で
あ
る
？

^

^

.
,?•
• 

1
4
5
-
1
4
7
0
0

 

.

.

■
願
望
の
究
竞
對
象
は
斷
じ
て
交
換
の
圈
內
に
入
る
こ
.と
が
な
い
が
、
而
も
決
し
て
交
提
'の
.圈
內
に
入
る
諸
物
怦
の
助
け
な
く
し
て
確 

保

せ

，：ら

る

、
を

得

な

い

。

吾

人

が

愿

々

「

金

で
.は
得
ら
れ
な
い」

と
稱
す
る
物
の
.總
べ
て
を
吾
人
：は
等
し
き
眞
理
を
以
つ
て
金
な
く
し
て 

得
ら
れ
若
し
く
は
享
樂
せ
ら
る
i

こ
と
を
得
な
い
と
稱
す
る
を
得
可
き
で
あ
る
。」

家
の
取
和
と
幸
福
と
は
貨
幣
で
は
辱
る
こ
と
が
出 

來
な
い
が
、
而
も
デ
ィ
ッ
ケ
ン
ス
の
ド
ク
ト
ル
• 
メ
リ
ー
ゴ
，1

ル
.

- f(

b
H
. 

M
a
r
i
g
o
l
d
)
.

は
、
彼
れ
等
が
荷
車
co
:中
に
生
活
し
た
と
す
る 

な
ら
ば
、
直
ち
に
離
婚
栽
判
所
に
向
つ
て
進
む
可
き
幾
多
の
夫
婦
が
家
屋
の
中
に
於s

て
は
平
和
に
.幸
福
ぬ
一
緖
に
暮
す
と
沄
ふ
意
見 

を
有
4

て
ゐ
た
。(

i
b
i
d
.
,

 

pp. 

1
5
2
-
1
5
3
. )

0
現
»
な
る
か
若
：し
く
は
可
：能
な
る
領
有
は
：询
に
坐
活
に
取
つ
て
必
要
で
あ
.る
が
*

而
も 

是
れ
等
の
も
の
が
增
加
す
る
時
は
、
.其
の
生
活
に
對
す
る
眼
#

的
霜
要
性
は
減
少
す
る
：、.
而
し
て
是
れ
等
む
も
の
.に
、
ょ

つ

て

生

活

を

支 

ふ
る
代
り
に
生
活
を
是
れ
等
の
も
の
、
_

牲
と
す
る
の
危
險
が
發
生
す
る
？
ア
.リ
ス
，ト
ー
ト
ル
日
.く
、
全
：然
定
限
な
き
宇
段
の
蓄
積
を
' 

願

望

ず

る

者

は

惟

り

何

等

確

定

せ

ち

れ

た

目

的

を

有

せ

：
ざ

る

人

の

み

：
で

あ

る

と

o

 

o
b
i
d
-
p
p
.

 

1
5
5
-
1
5
6
.
)

o

,

: 

' 

.

而
し
て
著
者
に
#

へ
ば
.、
.
.經
，濟
生
活
は
.吾
人
.が
他
の
人

々

：と

共

に

結

び

"
'
而
し
て

自

己

の目
的

を

促«
す

る

間

接

の

：手

段

と

し

て
他
- 

の 
人
々
'の
目
的
の
促
進
に
吾
人
自
身
又
. は
吾
人
の
. 資
源
を
貸
す
諸
關
係
の
'複

合

の

總

ぺ

て

..ょ

り

成

る

 

o
: 

(ibid., 

?
.--
1
.
500
，

)

、
：經
濟
的
條 

件
な
る
辭
句

は
ー
砠
#
の
人
.民
.の
享
有
す
る
交
換
せ
ら
れ
#
る
諸
物
件
0 I

般
的
支
配
を
意
味
し
、
這
般
0
支
配
の

範
_
、
又

恐

ら

く
 

は
其
0
本
質
に
從
つ
て
吾
人
は
是
れ
等
の
條
件
を
善
若
し
く
咕
惡
、
.有

利

若

し

く

は

不

利

と

稱

す

.る

の
で
あ
る。
‘ 3
^
.
. 

P
.
1
6
2
0
0
:

 

多
數
の
著
者
ぼ
、
經
濟
學
者
は
經
濟
學
者
.と
し
て
は
、
’
啻
だ
.に
交
換
せ
.ら
れ
得
る
も
の
.で
あ
；̂

?
叉
主
と」

し
：.て
物
質
的
な
，る
物
件
に
關
. 

す

る

'定
の
；行
爲
及
び
條
仲
に
共
の
考
察
を
限
.6
>
ざ
.：る
を
得̂
る
0;
み
な
、ら
ず
、又
邊
濟
的」

な
ら
ざ
る總
べ
.て
の「

動
機」

を
考
察
の
，
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"フ
ィ
リ
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三

六
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へ
六
.三
六〕

.外
に
逐
：ひ
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬi
思
惟
す
：る
。.而
し
：て
經
濟
的
動
機
は
概
し
て

「

富
を
解
有
：せ
ん
と
する
の

願
望
I
と
.し
て
定

義

せ
ら

•れ
る
。
是
れ
と
關
聯
し
て
、.富Q

最
廣
な
る
定
義
は
之
れ
を
：し
て
總
べ
て
の
.交
換
せ
ら
れ
得
る
物
件
を
包
含
せ

し

む

る

も

.、

而

も

他

の

何
物
f

包
含
せ
し
む
る
こ
と
が
な.い
で
あ
ら
ぅ
o
:扨
て
.
.
.吾
人
は
旣
に
如
何
な
る
欲
望
の
究
議
象.も
：畢
竟
交
換
の
直
嘗
的
物
た

る
を
得
ざ
る
こ
と
を
見
た
が
故
に
、
.

I
は
直
ち
s

_

r經
濟
人」

を
以
つ
て
f

f

領
有
せ
ん
と
す
る
：の
願
望
の
I

よ
つ
て
.動

さ
る
、
も
の
と
看
做
す
は
、
：單
に
道
具
を
集
め
ん
石
願
望
.し
つ
、
あ
■る
も
.の
で
，
あ

つ

て

斷

じ

て

是

れ

等

の

も

の

を

以

つ

て

何

物

ぎ

爲

し
若
し
く
は
何
物
か
を
造
ら
ん
こI

願
望
す
る
：こ
と
な
き
も
の
と
し
て.彼
れ
を
思
惟
す
.る

も

の

で

あ

る

と

と

を

認

め

る

。

加

之
、
吾

人
は
交
換
f

れ
f

諸
物
件
.の
間
に
於
け
.る
或
る
人
.
.の

醫

を

相

蒼

對

し

て

規

制

し

、
均
衡
せ
し
む
る
法
則
其
の
者
は
又
富
と
例

.へ
ば
閑
贩
と
の
間
に
於
け
る
彼
れ
の.、選

擇

、

即

ち

交

換

せ

ち

れ

得

る

物

件

肇

ら

に

大

‘な
る
支
配
力
を
取
得
す

I

彼
れ
が
_

に
支
配

權
を
有
す
る
も
に
滿
足
な
る
享
樂
を
收
む
る
と
の
間
に
於
け
る
、
若
し
く
は
交
換
せ
ら
れ
得
る
物
仲
の
支
配
と
苦
し
き
努
力

よ
り
の
免
除
と
の.辟
に
於
け
る
彼
れ
の
謙
を
規
制
し
、
均
衡
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
つ
た
o

是

に

於

い

て

乎

、

「

富

.
に

對

す

る

麗」

を
同
時
に
安
樂
に
對
す
る
願
望
又
は
享
樂
に
對
す
る
願
望
i

係
せ
し
む
る
*こ
と
な
く
し
て
其
の
作
用
を
檢
时
す

る

は

不

可

能
で
I

。(

i
p
, 

p
p
.

 

1
6
3
.
4
0
O

斯
く
て
畢
竟「

經
濟
的
動
機」

な
る
名
辭
I

用

す

る

.
は

殆

ん

ど
，何
等
の
意
義
な
き

が

如 

る
o (ibid., 

P
.
1
6
5
0
0

吾
人
が
他
人
と
の
關
係
の
廣
大
な
る
範
圍
は
、
；單
8

人
が
自
I

目
的
を
促
進
す
る
間
接
の
方
法
と
し
て
相
互
の
目
的
を
促
I
す 

る
相

互

的

麗

の
組
織
中
に
入
る
の
で
あ
る
。
總
べ
て
斯
く
 q
如
き
關
係
は
宜
く「

經
濟
的」

I

せ

關
係j 

Q

組
f

 

I
に
よ
つ
て
、
吾

人

馨

人

を

しI

Q
直
接M
產

す

る
力
及
び
所
有
物
裏

證

I

る
覽
於
い
て
投
入 

し
て
、
同
：一
點
に
於
け
f

或
る
他Q

點
に
於
け
I

s

は
ず
、
他
の
所
有
物
若
し
く
は
他Q

力q

支
f

引
き
出
す
こ

•と

を

得
せ

し
む
る
組
織
を
了
解
する
。(ibid., 

pp. 

1
6
6
-
1
6
7
.
)
。

最
後
に「

經
濟
力」

は
宜
く
人
々
を
驅
つ
て
相
互
に
經
濟
的
關
係
に
人
ら
し
む 

る
總
べ
て
の
物
質
的
及
び
心
理
的
條
件
の
合
成
的
抑
壓
を
指
示
す
る
が
爲
め
に
使
用
せ
ら
る

^
を
得
可
き
で
あ
る̂

序
^
.
, 

p.. 167.V
)
。

 

而
し
て
彼
れ
は
又「

經
濟
的
條
件」

な
，る
名
辭
が
屢
々
使
用
せ
ら
るX
第
二
の
意
義
を
以
つ
て
、
經
濟
的
活
動
に
於.
け

る

流
れ
の
變
化
を 

決
定
す
る
考
慮
と
做
し
て
ゐ
る
。
此
の
意
味
に
於
い
て
は
、
經
濟
的
條
件
に
於
け
る
變
化
は
交
換
し
得
ら
る

X
物
件
の
支
配
に於
け

る
一 

般
的
加
增
若
し
く
は
減
退
を
意
味
す
可
き
も
の
で
は
な
く
*

一
種
の
能
力
又
は
資
源
の
領
有
は
或
る
人
を
其
の
目
的
の
間
接
の
達
成
に 

取

り

よ

り

良
好
な
る
地
位
に人
ら

し

め

、

又
他
種
の
も
の
、
領
有
は
鍵
き
に
存し
た

よ

り

も

よ

り

劣
惡
な
る

地
位
に
入

ら

し

む

る

こ

と
 

を
意
味
す
可
.き
で

あ

る

.0(ibid., 

p. 

169.〕

o

.
是
れ
等
の
概
念
の
擴
張
せ
ら
れ
た
る
論
述
は
次
ぎ
の
如
き
命
題
に
歸
結
す
る
。
恐
ら
く
最
後
の
も
の
を
除
い
て
は
、
其
'の
何
れ
の
も 

の
と
雖
も
、
現
今
の
經
濟
學
の
論
述
中
に
：

1

様
に
、
浩
し
く
は
充
分
に
承
認
せ
ら
れ
ざ
る
が
如
く
で
あ
る
o
.
_
c
a

)

經
濟
的
關
係
は
人
類 

の
目
的
及
び
衝
動
の
全
範
圍
の
鼓
舞
に
於
い
て
參
加
せ
し
め
ら
れ
、
而
し
て
何
等
排
他
的
若
し
く
は
特
殊
的
態
樣
に
於
い
て
利
己
的
若
：
 

し
く
は
自
愛
的
某
礎
の
上
に
企
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

(

b
o經
濟
カ
及
び
關
係
は
社
會
的
不JE
を
矯
正
.し
若
し
く
は
分
配
的
：正
義
の
或 

る
一
定
の
理
想
的
體
系
と
提
携
す
る
固
有
の
傾
向
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。(

C)

經
濟
的
關
係
は
孤
立
せ
し
め
ら
れ
得
ると
做
す
の 

假
定
は
、
縱
令
ひ
單
に
最
初
の
概
當
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
と
看
做
さ
る
i
に
し
ろ
承
認
せ
ら
るi
に
は
餘
り
に
遠
く
事
實
か
ら
離
れ
て
居 

り
"
如
何
な
る
場
合
に
於
い
て
も
無
用
で
あ*)
,、
不
必
要
な
る
可
き
で
あ
る
、
而
し
て
經
濟
的
關
係
は
又
自
然
に
あ
ら
ゆ
る
接
近
の
程 

度
に
於
い
て
他
の
關
係
と
結
合
せ
し
め
ら
.るiと
等
し
く
其
れ
自
體
是
れ
等
の
他
の
關
係
を
生
ず
.る
の
傾
向
を
有
す
る

：o 

(

d)

然
し
な 

か
ら
經
濟
的
關
係
及
び
經
濟
カ
.の
孤
立
せ
し

め
ら
れ
た
硏
究
を
行
ふ
は
、
正
當
で
あ
り
又
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
、
.是
れ
等
.の
.も
の
，が 

現
實
に
離
れ
て
存
往
し
又
作
用
す
る
と

1K

ふ
假
設
の
上
に
於
い
て̂
は
な
•い
：が
。'(ibid., 

P
P
.
1
S
-
1
7
0
0
0
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ブイリ
ツ
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ケ
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經
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常
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5

八

(

六
三
八)

.;
而
し
て
ウ
.ィ
.
1
.ス
チ
丨
ド
は
旣
にI

る

繁

を

主
た
I

則

裏

？

る
が
故
に
、
，
今
や
是
れ
等
の.概
念
：及
■

則
の
：經
濟
間
題6

|

特
殊
の
適
用
を
硏
究
す
る
を
以
つ
ぐ
可
能 

で
I

、
從
つ
て
i

明
I

瞭
な
ら
し
む
る
I

す
t

Q

,と
觀
て
、
經
濟
カS

し
く
孤
立
^

る5

 

(ibid., 
p, 211.)p:

ウ
ィ
ッ
ク
ネ
チ
I
.ド
は
經
濟
カ
及
び.經

覉

係Q

性
質
及
び
重
要
性
に
關
す
る
枝
論
か
ら
本
論
に
立
.ち
歸
つ

て

、

其Q

中

、ぃ
の
J

 

を
禁
す
る
市
場
及
び
市
場
價
格
のI

を
檢
討
す
る
。
市
場
は
交
換
せ
ら
れ
得
可

き

物
仲

の

I

的

重

要

性

に

於

け

る

均

衡

が

生

ぜ
 

し
め
ら
れ
、.維
持
'せ
ら
れ
、
若
し
く
は
囘
復
せ
ら
るi
機
關
で
ぁ
る
。(

I
.
, 

P. 

2
1
3
0
0

當
該
貨
物
：の
限
界
的
位
置
が
供
給
ど
取 

得
し
た
る
總
ベ
てS

Q

I
的K

ケ

上

上

て

同

一

で
’t
、

而
し

て

そ

I

等
I

f

 

^

1
ル

の

上

に

於

け

る

ょ

り

も

總

べ

て

彼

れ

等

の

ス

ヶ

，

ル
の
上
に
於
ぃ
て
：高

ぃ

際

に

は

均

衡

が

確

立

f

れ
る
，。
其
の
位
置
が
如
可
に 

ぁ
.る
で
I

ぅ

か

は
麄
せ
.

1
可
き
貨
物
の
高
に
依
存
す
る
。
蓋
し
吾
人
の
旣
に
見
た
る
が
如
く
、余
が
何
等
か
の
貨
物
贫有
す 

名
I

f

多
け
れ
ば
、
そ
は
限
界
に
於
ぃ
て
は
余
の
相
對
的
ス
ケ
丨
ル
'上
に
於
ぃ

|

々
保
く
立
づ
が
故
でI

。
.斯
く
て
若
し
消 

費

寒

Q

間
に
•於
け
る
均
衡
が
彼
れ
等

Q

 K

V
I
.ル
上Q

或
る
一
豪
に
於
ぃ
て
確
立S

れ
、
而
し

て

培
養
者

が

猶

ほ

比

較

的

腸
 

に
鐵
品
を
有
し
、
斯
く
て
又f

に
其
れ
以
上
の
交
換
墓
行
する
拿
つ
て
彼
れ
等
の
.利
益
と見

た

な

ら

ば

、

這
般
S

續
せ
い 

.め
'ら

れ

た
る
分
配
は
f

に
十
層
消
費
者
等
の
供
給
を
增
加
ぜ

：
し
め
て
、總
ベ
：て
彼
れ
等
S

ヶ
I
ル
上
に
於
け
る
該
貨
物
の限
振
的 

重
要
性
I

.
下
す
？

で
t

 o

是
に
於
い
-て
乎
、
分
配
せ
I

可
I

物
l

i

く
存
す
る
なI

、

均
衡
が
結
局
に
於
い
て
到 

達

せ

ら

る

、
幾
多
の
個
人
的
ス
ケ

.丨

：

ル

の

上
に
於
け

る

、

斯

く

て

又

集

合

的

委

る
。
斯
く
て
收
獲
(0
高
及
び
.其
の
：貨

物

の

選

擇
0
ス
ケ
ー
ル
は
均
衡
が
到
達.せ
ら
る
可
き
集
合
的
ス
ケ
ー
ル

.上

.に
於
け
る
點
、
即
ち
吾 

人
が
貨
物
の
均
衡
價
格
又
は
價
値
と
稱
す
る所
の
も
の
を
決
定
す
る
ニ.個
の
究
竟
要
件
で
あ
る
。

(

I

，pp, 

2
1
6
-
2
1
0
0

 

■
賣
手
は
價
楮
を
決
定
す
る
と
はな
い
が
、
而
も
消
費
者
等
の
集
合
的
意
向
を
反
射
す
る
。(i

b
i
d
.
,

-?-
2
1
7
0
o

ゥ
ィ
ッ
ク
ス
チ
ー
ド
は 

市
に
出
で
、
貢
物
を
爲
す
典
型
的
な
る
人
と
彼
の
女
に
對
す
る
賣
手
の
關
係
に
就
い
て
次
ぎ
の
如
く
に
述
べ
る
。
賣
手
が
彼
の
女
よ
り 

求
む
る
所
の
も
の
を決

，©

す
る
は
、
主
と
し
て
他
の
者
等
が
與
へ
ん
と
す
る
所
の
も
の
.で
あ
る
、
而
し
て
極
小
の
程
度
に
於
い
て
、寶
手 

が
他
の
者
等
よ
り
求
む
る所
の
も
の
を
決
定
す
る
は
彼
の
女
が
與
へ
ん
と
す
る
所
の
も
の
で
：あ
る
。
是
に
於
い
て
乎
、
購
賈
者
が
市
場 

に
於
い
て
遭
遇
す
る所
の
も
の
は
、
賣
手
の
心
意
か
ら
，投
げ
返
さ
る
、
彼
の
女
自#
の
心
薏
の
反
射
並
び
に̂

'の
女
の
せ
«

の
其
れ
に 

過
ぎ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
彼
の
女
が
其
の
注
視
し
つ
、
目
的
物
が
其
の
眞
に
存
す
る
が
如
ぐ
魚
商
の
扁
极
若
し
く
は
商
臺
の
芷
面
に

# 

す
る
こ
と
な
_く
し
て
、
其
の
見
掛
け
に
於
け
る.が
如
く
、
.實
際
に
於
い
て
之
れ
が
背
後
に
存
す.る
：.も
の
と
罾
ず
る
は
單
に
鋳
の
執
拗
な 

る
錯
覺
に
よ
つ
て̂

あ
る
。
是
に
於
い
て
乎
、
賣
手
に
よ
つ
て
表
示
せ
ら
る
、
價
格
を
決
定
す
る
は
、
彼
れ
等
に
よ
つ
て
豫
測
せ
ら
る 

i
底
の
購
買
者
の
集
合
的
意
向
で
あ
る
。
販»
者
等
は
彼
れ
等
0
能
カ
0
及
ぶ
限
り
、
集
合
的ス
ケ
ー
ル
を
察
知
し
、
而し
て

®
々
の 

購
買
者
に
彼
れ
等
の
判
斷
を
表
明
す
る
。
余
が
完
全
に
汝
の
心
意
を
察
知
す
る
こ
.と
が
出
來
た
と
し
た
な
ら

ば
、
余
が
余
：の
心
申
に
定 

め
ん
と
す
る
或
る1

定
の
價
格
に
於
い
て
汝
が
幾
許
の
.茶
若
し
く
は
果
實
を
購
入
せ
ん
と
す
る
か
を
知
る
可
く
、.又
、
余
が
汝
を
し
て 

正
確
に
ニ
十
五
癉
位
を
購
入
せ
し
め
ん
こ
と
を
欲
し
た
な
ら
ば
、
余
は
汝
を
し
て
斯
く
の
如
く
爲

さ
し
む
る
が
爲
め
に
は
如
何
な
る
價 

格
を
定
'む
可
き
か
を
知
る
可
き.で
あ
る
。
同
様
に
、
余
が
完
全
に
他
の
購
貿
者
の
總
べ
て
の
心
を
察
知
す
る
こ
と
が
出
來
た
な
らば
、 

余
は
彼
れ
等
の
各
々
が
或
る
特
殊
の
價
格
に
於
い
て
_正
確
に
.幾
許
を
購
入
す
可
き
か
、
又
.、
被
れ
等
の
購
入
の
總
高
を
し
て
或
る
一
定 

の
額
に
到
達
せ
し
む
る
が
爲
め
に
は
余
は
如
何
な
る
特
殊
の
：債
格
を
定
め
ざ
る
を
得
ざ
る
か
を
知
る
可
き
で
あ
る
。
彼
れ
等
が
其
の
購

フ
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i

l

i

f

 

f

 

I

し
i

け
I

f

 

f
、
卜
^

0
 

等
I

I

ル
上
に
於
い
て
同
一
位f

 

^

R

で
著
者
は
市
場
の
.法
則
I

成
す
る
、
日
く
、
滿
足
せ
ら
る
.上
單
位
に
對
す
る
I

I

願
望
は
滿
足
r

れ
f

f

 

U

パ

"
ら

ゆ
る
靈
ょ
t

?

丨
ル
の
走
於
い
て
客
觀
的
S

 
く

妾

ざ

る

I

ざ
る
が
故
に
、
.市
I

於

至

く
可
”

 

赴

f

|

つ
i

t

 i

る

。

實

,

I

又
、
g

n

望
P

る
p

”

'自
己
の
爲
め
に
す
る
に
非
ず
し
て
、
他
の
人
々
の
欲
望
を
豫
知
し
て
留
保
價
格
が
設
け
ら
る

i
場
合
が
あ
る
。
斯
く
の
如
き
代
理
的
若 

し
く
：は
投
機
的
箅
當
は
其
の
貨
物
の
消
費
を
規
制
す
る
に
資
す
る
限
り
に
於
い
て
は
貴

®
な
る
社
會
的
勤
務
を
遂
行
す
る
も
、
そ
は
屢 

々
斯
く
の
如
き
限
界
を
超
越
し
、.社
會
的
に
有
害
と
爲
る
。

(
i
b
i
d
.
,

 

p
p
.

 

2
3

4
-
2

4

? 0)

.0
幾

多

の

市

場

の

種

類

及

び

販

寰

.の
形
態
存
す 

る
も
"
自
由
交
通
の
至
要
條
件
並
び
に
相
互
の
所
爲
に
關
す
る
知
識
が
關
係
者
等
の
間
に
體
現
せ
ら
る
、
限
り
に
於
い
て
は
、
畏
れ
等 

の
も
.の
は
總
べ
て
同一

の
法
則
に
從
ふ
、
而
し
て
其
の
然
ら
ざ
る
場
合
に
於
い
て
も
、
人
々
の
行
爲
は
尙
ほ
、
.條
件
が
有
利
な
る
所
に 

一
於
い
て
は
幾
分
完
全
な
る
市
場
を
創
造
す
る
同
一
稂
本
法
則
及
び
力
に
ょ
つ
て
銃
制
せ
ら
れ
る
。

(
i
b
i
d
.
,

 

p
p
.

 

2
400
-
2
500

.

)

。

原
料
市 

場
は
精
製
品
市
場
に
等
し
き
法
則
に
從
ふ
o (

 

ibid., 

p
p
.

 

2
500
-

2

60
0 

• 

r

ウ
ィ
ッ
ク
ス
チ
ー
ド
は
次
章
に
於
い
て
、
市
場
の
一
般
法
則
の
支
配
を
受
く
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
極
.め
て
煩
は

し
き
も
の
と
認
め 

ら
れ
、
而
し
て
極
め
て
多
く
の
奇
論
を
生
ぜ
し
め
た
る
が
故
に
、
特
に
之
れ
を
論
述
す
る
の
要
を
認
め
た
る
特
種
の
取
引
を
檢
討
す
：る
。 

利
子
の
現
象
.は
經
濟
學
者
と
等
し
く
神
學
者
及
び
道
學
者
の
法
意
を
惹
起
し
た
。
カ
ル
ヴ
ィ
ン
は
率
直
に
利
子
の

.受
領
を
擁
護
せ
.る
最 

初
の
大
神
學
者
た
る
の
名#
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
可
能
的
に

(

而
も
蔻
然
的
で
は.な
く)

.
ネ
ス
キ
ン
は
之
れ
を
痛
罵
し
て
廣
ぐ
公 

衆
を
傾
聽
せ
し
むる
に
成
功
せ
る
最
後
(O
'
大
道
學
者
及
び
改
革家
と
し
て
.記
.錄
せ
ら
る
可
き
で
あ
ら
ぅ
。
然
もそ
は
兎
に
角
と
し
て
、 

此
の
主
題
に
關
し
て
記
述
せ
ら
れ
た
る
總
べ
て
を
見
る
も
、
利
子
の
眞
の
本
質
、
他
の
經
濟
的
現
象
に
對
す
る
其
の
關
係
、
.並
び
に
そ 

が
其
の
表
明
た
る
諸
力
の
作
用
は
猶
ほ
理
解
せ
ら
る
\
こ
と
極
め
て
不
完
全
な
る

の
觀
が
あ
る
o ( 

ibid., 

p. 

2
6
7
0
0

 

.彼
れ
は
先
づ
或
る
者
の
欲
望
の
最
大
且
つ
最
良
の
滿
足
と
或
る
者
の
.所
得
の
流
れ
の
間
の
關
係
を
注
意
す.る
。
：
後
者
は
.規
則
正
し
い 

で
'あ
ら
ぅ
.が
、
欲
望
の
適
當
に
し
て
且
つ
最
大
な
る
滿
见
の
爲
め
に
要
求
せ
ら
る
、
經
費
は
不
規
則
な
る
こ
と
が
あ

.り
得
可
く
、
又
不 

■フ
イ
5
ツ
ブ
^
へ
ン
リ
^
-ウ
イ
ツ
ク
ス
チ-
ド
の『

經
濟
學
の
常
識』 

i
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一
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四
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四 

5
 
, 

規
則
I

の
常
で
l

o

f
て
吾
人
は
吾
人
S

す
る
其
の
：泰
仕
が
1

5

1

1及
び

其

の

奉

仕I

し
き
期

間

に

互

を

 

他
の
I

を
購
人
す
る
.I

し
-
前

の

場

合

に

は

經

費

は

每

菱

は

每

週
，
若
r

运

、
を
要
し
、
S

S

H

1

較
的
長
I

I

於
い
.てー

或
る
I

I

、

S

く

、

I

生
s

f

て
：僅
か
S

度
反
復
せ
ら 

る
：
を
要
す
，

(
i
b
.
d
.
,

 

p
p
.

 

2
6
7
-
2
6
0
。

後
の
種
類
の
經
費
.に
應
ず
る
が
爲
め
■に
は
.、
前
以
つ
て
蓄
積
が
行
は
.る
V
か
、
若
し
く 

は
將
來
の
收
人
S

知

か

し

な

，け
れ
I

I

,寶

時
期
に
於
い
て
相
應
す
る
が
如I

様
S

い

て

證

す

る
I

は

縱

令

ひ

議
で
は
な
い
と

.し
て
も
、
極
め
て
稀
れ
で

あ

り

、
.
又

此
 

の
產
に
關
ず
る
ニ
個
の
人
物
の
場
合
は.何
れ
も
正
確
I

し
く
l

 
h
一
 

社
5

係
に
於
いV

存

す

：
る

人

民

，
の

間

に

、

I

I

可
能
I

種

類

及

び

程

度

の

簾

が

發

生

す

る

こ
と
あ
る
可
I

I

”
或

る
人
は
彼 

れ
に
し
て
若
し
其
の
'資

源
i

れ

を一.

定

期

間

.
の

最

後

分
に
對
し
て
之
れ
を
促
進
す
I

参

當

な

I

、
一
 

8

濟
的
S

Q
期
，間

に

對

し

て

彼

れ

の

資

源

を

管

理

す

る

を

得

た

る

可

く

• 

而
も
他
I

に
取
？

は
事
情
は
反
.對
|

る
。
又
1

は
同1

.

の
事
情
に
於
い
て
存
し
得
可
し
と
し
て
も
、
而
も
一
方
に
取
つ
て
は
、 

豫
見
0
利
益
は
他
に
對
す
る
ょo

も
比
較
的
に
大
I

l

f

で
あ
る
。
是
れ
等
兩
者

の

間

に

交

換

の

條

件

は

存

す
る
、
而

し

I

 

し
、
均
衡
が
到
達
せ
|

>
蒙

，
寶

£

し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
が
：存
す
る
な
ら
ば
、
そ

は

挈

個
人
の(

間
に
於
け
る
：斯
く
の
如
き
相|

:
蓄
積
、
麗
及
び
前
拂
の
現
象
を
生
ず
る
。
單
な
る
貴
金
屬
並
び
に
之
れ
I

す
る
.
1
*

1

貯
藏
は
明
か
に
蓄
積
過
程
の
賴
る
小
な
る
部
分
を
構
成
す
る
に
過
ぎ
な
：い
。
道
具
、

.家
屋
，
被
服
等
©
如
ぎ
長
く
使
用
し
得
る
貨
物_

(

的wellyice 

s
m
m
o
d
l
t
l
e
s
)
Q
.

■
成
に
絕
秦
勞
働
^
,
投
入
する
あ

ら

ゆ

る

者
は
、
' 恐
ら
く
自
己
の
爲
め
で
は
な
いK
、
蓄

續
レ
つ

ふ
あ
る
0
で
あ
る
o

彼

れ

は

使

、
用

せ

ら

る

X 

£

短

き

貨

物

(
s

'frt-swryice :c§
fdities)

に

よ

：
つ

，
て
、
；
ロ
，
每

.

こ
‘
若

し

く

は1

,
每

匕 

W

拂
.は
れ
、.若
し
く
は
：買

ひ

受

け

ち

る

、
を
得
可

き

で

あ

る

、

而
し
て
其
の
場
合
，に
於
い

_て
は
蓄
積
し
0'
.人
あ
：る
，は
彼
れ
に
支
拂
ふ
人 

で
t

o
，而

も

何

れ

に
し
て
も
蓄
積
は
繼
續
し

.つ
V
あ
.る
の
.で
あ
る
。.
.
^
1
.
.

フ277.)。：

他
所
に
於
け
る
と
等
し
く
、
蓄
積
の
過
程 

に
於
い
て
も
、
交
換
の
機.關
及
び
分
勞
の
原
理
が
作
用
す
る
。
余
に
し
て
，若
し
一
家
屋
を
有
す
る

'が
爲
め
に
十
年
間
蓄
積
す
る
と.し
た
：
 

な
ら
ば
、
余
は
一
恐
ら
ぐ
十
年
間
に
互
れ
る
努
力
に
よ
.っ
て
余
自
身
に
之
れ
を
建
築
す
る

H
J

も
、
又
斯
く
の
如
く
之
れ
を
建
築
す
る
ミ
に
：
 

對

し

て

他

人

に

，
吏

.

拂
ふ
も
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
實
際.に
生
ず
る
所
のi

の
は
原
則
上
幾
分
次
ぎ
の
如
く
で
あ.る
o
貯

蓄

銀

行

及

，び
之
れ
. 

に

類

す
る
媒
體
に
J:
-
,
oて.貯

金(

郎
■ち
交
換.圈
.か
ら
物
を}
:
^
>
き
出
す
：を
差
控
' へ
た
.る
.
^
.の.
.

)

0
最
小
な
る
流
れ
及'び
.滴
.び
が
一.緖
に
集
め
. 

ら
..れ
、
而
し
て
絕
'え
ず
長
ぐ
使
用
.せ
ら
る
^
!貨
物
I

其
.の
或
る
物
が
家
屋
た
る̂

—
に
：合
體
せ
t>
め
ら
る
、

や
ぅ
に
多
數
の
入
々
が
、 

概
.し
'て
無
意
識
的
に
.合
同
す
る
の
で
.あ
る
o
,吾
人
'は
文
次
ぎ
の
如
く
に
云
ふ
左
が
出
來
る
。
毎
週
、
余
は
使
用
せ
.ら
る
\
昼

き

貨

物 

を
節
し
、
';而
し

V

長
く
使
用
し
得
る
か
若
し
く
は
徐
.々に

成

熟

し

っ

、
あ

る

貨

物

に

他

人

の

盡

力

を

體

現

す

る

が

爲

'
め

.
の

吏

拂

と

し

て
 

彼
れ
等
に
之
れ
を
讓
渡
ず
る
こ
と
を
得
可
き
で.あ
る
o
節
欲
は
余
の
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
れ
等
の
も
の
で
は
な
い
o
•
彼
れ
等
は
其
の盡 

力
に
對
し
て
直
接
の.報
酬
を
享
受
し
っ
X
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
：而
も
余
は
、
彼
れ.等
を
通
じ
て
、
蓄
積
し.っ

、
あ
っ
た
の
で
あ
る
o
, 

而
し
て
何
時
で
も
、
余
の
蓄
積
を
前
拂
す
る
に
よ
っ
て
、
余
は
市
場
が
提
供
す
る
豫
見
に
對
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
に
よ
り
、
其
の
後
の
支 

拂
の
連
續
に
於
い
て
、
余
が
節
約
せ
る
よ
り
も
大
な
.る
高
の
：契
約
を
確
保
す
る
こ
と
が
出
來
る.o
. 

(ibid., 

pp; 2
7
.
7
-
2
7
1
9
^
■

,

っ
以
上
の
引
用
文
中
に
示
さ
れ
た
る
利
子
の
泉
源
は
現
在
と
將
來
若
し
く
は
相
異
れ
る
將
來
の
時
期
に
於
：け
る
一
定
P
所
得
の
.流
れ
の
. 

分
配
の
變
更
に
對
ず
る
人
々
の
所
要
に
於
：け
る
相
違
で
あ
る
oQbid.,,pp. 

2
OO
0
-
2OO
1
.

)

。

利
子
の
他
の
眾
.源
.は
勞
働
及
.び
自
然
的
動
. 

因
.の
.能
_
^'
-
增
加
す
る
道
具
*
'機
械
並
び
に
其
の
他
.の
設
備
の
.形
態
.に
.於
け
る
蓄
積
'せ
ら
れ
た
る
資
源
の
適
用
.に
.
上

っ

て

生

ぜ

し

め

ら

フ
ィ
リ
ッ
プ
•
へ

X
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ゥ
ィ
ッ
ク
ス
チ
丨
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s

 

る
f

利

潤

で

，

あ
る
。
ゥ

ィ
ッ
グ
ろチ

.
.

ド
.は
、
是

S

能

率

裏

進

す

.

る

が

：爲

めI

出

f

れ
た
f

の

、

复

は

欝f

る 

i

l

短

ぎ

貨

物

の

增

加

か

I

用
I

る

、

I

I

い

裏

の

增

加

へ

■の

努

力

S

向
4

も

異

：な
.る

こ

と

の

な

い

節

約

の

過

室 

’
で
t

が
、
而
も
、
そ
は
前
者
i

り
、
單
ヒ
霄
の
流
れ
を
分
配
し
直
す
よ
り
4

ろ
所
得
S

加
す
る

の

結

果

を

來

f

 

こ
I

注
意
す
るo

彼
れ
に
從
へ
ば
、
節
約
は(

一)

吾
人
が
比
較
的
朽
廢
し
f

貨
物
若
し
べ
は
I

に
成
熟
せ
し
め
ら
？

貨
物
の 

貯
へ
を
增
加
す
る
が
爲
め
に
適
用
せ
ら
る
可
t

し
資
源
及
び
.努
力
の
適
用
に
よ
っ
I

人
が
比
較
的
永
續
的
な
f

吴

 

.し
め
ら
る
、
こ
と
遲
I

の
、
貯
へ
4

加
し
、
又C1.1)

吾
人
の
目
的
を
確
保
す
竞
較
的
直
接
0

S
 

(

吾
人
综
に
有
す
る 

道

具

及

び

.裝

置

を

使

用

す

る

に

よ

っ
て)

之
れ
を
確
保
す
る
比
較
的
間
接
な
る
手
段
へ
精
力
及
び
謙
を
偏
向
せ
し
む
る(

道
具
及
び 

_

に
是
れ
等
の
も
の
を
體
現
す
る
に
よ
っ
て)

に
存
す
る
の
觀
が
あ
る
。
馨
は
必
ず
し
も
交
換
を
包
意
す
る
も
の
で
は
な
いo 

 ̂

へ
ば
自
己
の
使
用
の
爲
め
i

己
の
土
地
慕
作
し
っ
4

る
人
が
自
己
の
.網
を
造
る
.こ
と
I

可
く
、
而
し
て
這
较
の
場
合
に
ま 

節
約
は
其
の
將
來
の
努
力
が
是
れ
に
由
っ
て
.一
曆
塵
的
と
爲
る
同
一
の
人
に
よ
っ
て
遂
行
f

る

さ

と

あ
る
可
き
が
故
で
あ
る
。 

「

而
も
或
る
人
が
節
約
に
取
っ
て
比
較
的
有
利
I

地
位
に
あ
'
 

而

し

て

他

の

.者

が

節

約

の

結

果

を

盡

的

f

し

む

る

醤
 

較
的
有
利
で
あ
る
こ
と
が
f

得
可
く
、
又
憐
か
に
頻
々
と
し
て
起
る
.で
I

う
o
斯
く
て
余
の
響
費
か
ら• 

f

欲
望
の
直
接
滿 

足

か

ら

、

道

具

：の

構

成

に

一

定

の

•高
を
轉
向
せ
し
む
る
は
汝
の
側
に
於
い
て
存
す
可
き
よ

り

も

余
の
側
に
於

い

て
比
較
的
少
な
る
1

 

を
惹
き
起
す
こ
塞
る
可
く
而
し
て
汝

は
、
之
れ
に
反
し
、
余
が
是
れ
等Q

道
具
を
適
用
す
るAJ

と
を
得
可
き
如JS*

な
る
用
法
に
よ 

っ
て
余
の
努
力
の
能
率
が
增
加
せ
し
め
ら
る
、
よ

り

も

以
上
に
是
れ
を

も

f

し

て

汝

芸

れ

を

增
加

せ

し

む

る

よ
う
に
之

れ

I

 

用
す
る
を
得
る
，で
あ
ら
う
。
這
般
の
場
合
に
は
、
斯
く
の
如
く
し
て
確
保
せ
ら
れ
た
る
增
加
產
額
は
、
そ
が
節
約
の
比
較
的
苦
難
な
る 

■過

程

に

對
し
て
汝

に

報

僂

す

る
よ
り
も
以

下

で

あ
る
に
反
し
、
比
較
的
輕
易
な
る
も
の
に
對
し
て
余
に
報
償
す
る
よ
り
も
以

上

な

る

可

き
で
あ
る
。
是
に
於
い
て
乎
、
余
が
余.の
節
約
が
體
現
f

る
..4

道
具
を
汝
に
讓
渡
し
、
而
し
て
汝
が
汝
に
對
し
て
生
ず
る
收
入
の
全
. 

.增
加
ょ
り
も
幾
分
少
匁
き
も
の
を
余
に
交.^
す

る

と

し

た

な

ら

ば

、
余

は

滿

足

.せ

し

め

ら

る
X
を
得
可
く
、
又
汝
は
顯
然
た
る
利
得
を 

有
す
る
を
得
可
き
で
あ
る
。

(ibid., 

pp. 

2oo
2
-
2oo
4
.

)

o

「

而
し
て
著
者
は
茲
に
も
亦
、
限
界
的
重
要
性
遞
減
の
法
則
が
頗
る
明
白
に
作
用
す
る
も
の
と
觀
る
。
道
具
及
び
裝
置
の
連
續
的
檢
加 

.量
は
或
るi

定
點
以
後
は
猶
ほ
努
力
及
び
資
源
の
能
率
及
び
.經
濟
を
增
加
す
る
も
、
而
も
そ
は
遞
減
的
割
合
に
於
い
て
是
れ
等
の
も
の 

を
增
加
す
可
き
で
あ
る
。

(ibid., 

Pv 

200
4
.

)

0
例
へ
ば
、

ー
製
造
業
者
は
機
械
及
び
設
備(0
.改
善
に
費
さ
る
\

一

 

萬
磅
が
其
の
從
業
員 

圑
及
び
資
料
の
.能
率
を
'

I

ケ
年
一
中
碟
增
加
す
る
を
得
可
き.こ
と
を
發
見
す
る
と
す
る:0
.恐
.ら
く
、
更
ら
に
他
の
一
萬
镑
を
費
す
に
由 

つ
て
、
彼
れ
は
猶
ほ
其
の
以
上
に
是
れ
等
の
も
の
i
能
率
を
增
加
す
る
を
得
可
き
で
あ
る
が
、
多
分
其
れ
以
上
の
附
加
.は
一
ケ
年
ー
千 

礎
に
昇
ら
ず
し
て
、
僅
か
に
五
苜
磅
に
，達
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
可
き
で
あ
る

o

斯
く
て
彼
れ
は
六
分
を
以
つ
て
一
萬
磅
を
借
入
る
X
を
有 

利
と
す
る
も
、一1

萬
礎
を
借
入
る
、.を
有
利
と
見
る
こ
，
と
：な

か

る

可
き
で
あ
る

o
然
し
な
が
^
、
重
要
性
の
減
退
は
徐
々
で
あ
つ
て* 

彼
れ
は一

萬
磅
の
增
加
量
に
限
定
せ
ら
る\
.こ
セ
な
か
る
可
き
で
あ
る
。..第
一
一
の
一
寓
磙
の
最
初
の

.部
分
は
.
.一
割
以
下
な
る
も
、
而
も 

六
分
以
上
の
•率
に
於
い
て
生
産
高
を
增
加
す
る
の.力
を
有
す
，る
を
得
可
く
*
斯

く

て

又

其

れ

以

上

の

高

の

一

宠
部
分
は
借
入
れ
ら
るX 

.で
あ
ら
ぅ
P
略
言
す
れ
ば
、
其
の
製
造
業
者
が
前
借

(

即
ち
集
中
せ
ら
れ
た
る
、
若
し
く
は
蓄
積
せ
ら
れ
た
る
資
源
の
直
接
使
用)

を 

.取
得
し
得
，名
利
：率

如

何

^
問
は
ず
、
增
加
せ
ら
るX
裝
僵
の
生
產
的
能
率
と
市
場
ぬ
於
い
て
之
れ
に
對
し
て
支
拂
は
れ
ざ
る
を
得
ざ
る 

，價
格
と
の
間
に
平
衡
が
保
た
れ
な
；け
れ

ば

な

ら

ぬ

o (ibid., 

pp. 

2PO
4
-
2CO
5
0
O 

.

• '

ゥ
ィ
ッ
ク
ス
チ
'丨
ド
は
次
い
で
現
存
じ
つ

〜

あ
る
蓄
積
に
對
す
る
諸
競
傘
者
に
就
い
て
述
べ
た
る
後
贷
^
.
, 

pp. 

200
5
-
200
6
.

)

、
次 

:
;ぎ
.の
，如
.き
溆
述
を
似
'<
>
て
其
の
論
議
の
此0
部
分
を
結
ぶ
0

0
く

.

「

吾
人
は
'今
や
或
る
人
が
現
在
の
富0
領
有
に
對
し
て
將
來0
富
に 

，.フ
イ
リ
ッ
プ
•
へン
リ
ー
•
ゥ
ィ
ッ
ク
ス
チー

ド
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一
S

、

(

六
四

六)

'

於
：い
そ
打
步
を
契
約
せ
ん
と
し
つ.>あ
る
.こ
と
あ
る
可
き
種
々
な
，る
場
合£
檢
討
し
た
0
而
し
て
ニ
猫
の
點
が
旣
に
判
坍
し
た
。4

一
、

震

Q
.

i

に
¥

る
f

:

人Q

醫

篇

令

ひ

.何
で
I

ぅ
.t

、
彼
れ
は
同
.

|

若
し
く

契
約
を
締
結
せ
ん
と
し
っ
\
あ
る
總
べ
てQ.

他
の
人
々
と
競
¥

る
こ
f

爲
る
、
即
ち
彼
れ
は
其
の
相
對
的
ス
T

ル
の
上
に
於
い 

て
將
來
の
富
の
：一

單
位
が
斯
くQ

如
き
位
置
を
占
む
る
理
由
如
何
に
拘
ら
ず
、
そ
が
現
在
的
富
の一

單
位
よ
り
も
f

位
置
I

す
る 

總
ベ
て
の
f

競
爭
す
る
|

1

爲
る
の
I

る
o
,(

中
略)

0

1

、
彼
S

を
得
ざ
る
可
き
打
步
は
彼
れ
が
之
れ
無
I

忍
ぶ
よ
り
も
■

に
其Q

.

或
f

Q

に

對

し

て

赛

は

ん

と

し

っ

、

あ

っ

た

所

の

も

の
 

に
據
ら
ず
し
て
市
場
に
於
い
て
働
く
集
合
的
諸
力
の
合
成
た
る
將
來
的
富
に
於
い
て
量
定
せ
ら
る
、
.現
在
的
富
の
均
衡
霉y

よ
っ 

て
決
定
せ
ら
れ
る
。
此
の
合
力
は
共
同
的K

ヶ

，

ル

の

上

に

於

け

る

現

時

に

於

け

；

ー

象

9

l

l

l

e

s

l

i

B

e

)

の
位
置 

に
獎
し
て
相
對
的
祀
、
將
來
に
於
け
る
或
る
一
定
時
に
於
け
る|

單
位
.(

a

 

l
-
a
t
-
a
n
y
-
g
i
v
e
n
-
t
i
m
?
i
n
-
t
h
e

 

f
u
t
u
r
e
)

の
其
し
を
^
 

牙
す
る
0

t

.
ゆ
る
人
は
自
己
..の
ス
'ヶ
丄
の
上
に
於
け
る
限
界
的
諸
單
位
の
靈
要
性
を
し
て
此
の
合
力
と
一
致
せ
し
む
る
こ
と
が
3
 

來
る
。
均
興
の
雞
に
於
い
て
は
I

ゆ
る
個
人
は
斯
く
の
如
く
行
っ
た
、
而
し
て
均
衡
の
存
せ
ざ
る
所
に
於
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
同 

人
は
之

れ
に
接
近
す
る
に
よ
っ
て
取
得
す
可
き
或
る
物(

彼
れ
自
身
の
響
に
於
い
て)

を
有
す
る
。
斯
く
の
如
き
.は
I

の

蓮

法 

に
過
I

f

 Q

で
I

。：
斯
く
て
吾
人
は
利
子
の
現
象
I

人
の
一
霞
に
服
せ
し
む
る
に
成
功
し
^

と
。

g

 

S
 

2
8
6
-

2

辱

' 

.

、
然
し
な
が
ら
、
道
具
が
價
格
を
收
得
す
る
は
、
そ

が

裏

(
即
ち
、
當
座
の
欲
望
S

接
役
立
っ
こ
と
か
ら
資
愛
び
努
力
の
過
去 

に
於
け
る
轉
@

1

1

$
す
る
S

め
で
は
f

し
て
、.
そ

が

肇

の

產
t

s

在
及
び
將
來
に
於
い
て
價
f

有
す
る
が
故
で 

あ
る
。
之
れ
を
取
得
す
I

s

温

I

於
い
S

S

霧

t

し
め
ら
れ
た
に
し
ろ
、
そ
I

S

Q

f

 

I

Q
も
の
に
對

し
て
賣
.ら
る
可
き
で
あ
る0
而
し
て
そ
が
偶
々
著
し
く
價
値
あ
る
に
至
つ
た
な
ら
ば
、
そ
は
其
，の
歷
史
か
ら
全
然
獨
立
し
て
其
の
價
格 

を
收
得
す
可
ぎ
で
あ
み
。
若
し
或
る道
具
が
天
か
ら
落
下
す
.る
か
、
：
若

し

く

は

地

中

か

ら

湧

出

し

、

而
し
て
社
會
が
.或
る
一
定
の
人
に 

其

の

隨

意

に

之

れ

を

破

壊

し

、
之

れ

を

使

用

し

、
若

し

く

は

他

の

人

々

が

之

れ

を

使

用

す

る

と

と

を

許

容

し

又

は

阻

.|
|
*
.
す
る
法
律
上
の 

權
利
を
賦
與
し
た
な.ら
ば
、
其Q

支
配
が
之
れ
を
利
用
す
る
如
何
な
る
者
に
對
し
て
も
與
ふ
可
き
餘
分
の

資
源Q

高
に
よ
っ
て
決
定亡 

ら
る
、
價
格
に
對
し
て
彼
れ
は
之
れ
裹
却
す
る
こ
I

得
た
で
I

ぅ
。
總
.へ
てQ

自
然Q

力
は
、
其
れ
等Q

もQ

が
不
充
分
な
る 

定
量
に
於
い
て
利
用
せ
ら
る>
限
り
に
於
い
て
は
、
茲
に
注
視
せ
る
狀
態
に
該
當
す
る
の
觀
が
あ
る
。
而
し
て

「

土
地」

が
火
地
の
表 

面
に
於
け
る
單
な
る
空
間
を
意
味
す
る
も
の
と
解
せ
ら
る
V
限
り
に
於
い
て
は
、
そ
は
同
樣
に
看
做
さ
れ
な
け
れ
？

H

な
ら
ぬ
。
然)

な 

が
ら
*
吾
人
が
日
常
生
活
に
於
い
て

「

土
地」

に
よ
っ
て
意
味
す
る
所
の
も
の
は
、
極
め
て
多
く
、
恰
も
犁
に
於
け
る
と
等
し
く
、
其 

の
中
に
努
力
が
貯
藏
せ
ら
れ
た
生
産
物
で
あ
っ
て
、
商H

業Q

見
地
よ
り
す
れ
ば
是
れ
等Q

もQ
、

間
に
は
何
等
の
相
違
も
存
せ
ざ
る 

が
如
く
で
あ
る
。-1
土
地」

は
全
然
自
然
の
賜
と
し
て
看
做
さ
る
、
と
、
若
し
く
は
半
ば
製
造
せ
ら
れ
た
る
物
品
と
し
て
看
做
さ
る
、
と 

を
問
は
ず
、
恰
も
道
具
の
有
す
る
に
等
し
き
其
の
限
界
價
値
を
有
す
る
。
そ
は
其
の
限
思
的
年
產
出
高
に
對
し
て
賃
借
せ
ら
れ
、
又
は 

是
れ
等
库
產
出
高
の.無
定
限
な
る
連
續
の
第
當
せ
ら
れ
た
る
重
要
性
に
對
し
て
騰
入
せ
ら
る
、
を
得
る
こ
と
宛
も
發
動
機
又
は
家
屋
が 

然
か
せ
ら
る
i
に
等
し
い
、
而
し
て.そ
は
小
麥
若
し
く
は
直
接
に
人
間0
滿
足
に
貢
獻
す
る
を
得
る
他
の
あ
ら
ゆ
る
物
に
尉
し
て
同
一 

原
理
の
上
に
均
衡
せ
し
め
ら
る
可
き
で
あ
る
。

(ibid.,, pp. 

200
や2

9
0
0
0

々
ィ
ッ
ク
ス
チ
丨

ド
は
更
ら
に「

市
場」

0.
續
論
：と
し
て「

'
收
得」

(
E
l
n
g
s
.
)

を
論
ず
る
。
彼
れ
ば

「

勞
働
市
場

」
(laboul: 

m
a
r
k
e
t
)

な
る
名
辭
の
使

.用
を
避
け
、
而
し
て
賃
銀
よ
り
も
寧
ろ
報
酬
又
は
收
得
に
就
い
て
袞
々
せ
ん
と
す
る
。
勤
務
又
は
努
力
の
市

フ
イ
リ
タ
ブ
•
へ
ン
リI

•
ウ
イ
ッ
ク
ス
チー

ド
の『

經
濟
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一

四

八

(

六
四
八〕

場
は
市
場
の
ノ
一
謹
則
に
從
ふ
o

.
人
的
の
努
力
に
於
け
る

5

は
、
、雾
が
有
生
若
し
く
は
無
生
の
或

る

物

質

的

物

キ

中

に

體

現

せ

ら
 

?

g

ざ
れ
ば
、
I

f

る

、

を
得
ざ
る
の
妻
意

て

.特
性
附
け
含

る

。

斯

く

て

又

ぶ

^

せ
る
際
に
使
用
せ
ら
る
、
こ
と
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
駿
物
と
爲
るO

.

商
的
に
は
：、
契
約
者
は
人
々
を
採
用
し
、
又
は
解
雇
す
る
に
よ 

っ
て其
の

義

す

衾

れ

高

げ

若

し

く

歲

め

得
t

と
は
疑
ひ
I

所
S

る
が
、
f

吾
人
が
5

し

っ

は

此

の

流

れ
 

で
ほ
な
い
。(
I
.
, 

pp. 

3
2
0
-
3
2
.
1
0
。

加
之
、
多
くS

場
合
に
は
有
效
な
る

留
保
價
格
を
維
持
す
る
こ
と
が
保
有
者
に
取
っ
て
不
可

能
で
ある
。(ibid., pp. 322-32400

而し
て

又
、之
れ
を
其
の
泉
源
か
ら
引
き
離
す

こ
と
が(

讀
せ
ら
る
、
に
非
ざ
れ
ば

)

不
可
能

で
あ
る
人
間Q

努
力
は
恒
に
又
直
接
に
人
間
■

志Q

產
を
受
け
る
。
固
よ
り
總
べ
てQ

賣

買

及

，び

交

換

は

人

間

の

麗

攛

の

1

使
I

が
故
に
、
李
及
び
I

f

亦
、
然
るQ

I
る
が
、

而
も
、
李
及
び
馬
鈴
薯
は
♦
く
と
も
何
等
彼
れ
等
自
身

C

意
奢
有
す

.

る
こ
と
力
な
い
。
是
れ
等
の
制
限
の
下
に
於
い
て
は
、
惠

Q

法
則
は
人
間
の
努
力
相
瓦
並
び
に
貨
物
と
の
交
換
を
支
配
す
る
c(

_

,
 

P* 

325.)o

然L
な
力
ら.人
間
の
努
力
に
對
す
る
市
場
は
、休
養
の
必
髪
び
.面
倒
な
る
努
力
に

對
す

る
厭
悪
の
如
き.非
經
濟
的
考
察
の
馨
、 

努
力
の
市f
 

f
著
し
くI

的
I

っ
て
、

.契
約
言
る
、
勤I

實
際
集
ず
？

所t

Q

Sし
往

々H.

し
て
存
す
る
下 

装

、
_

に
人
間
的

原
料
.の唐
と
等
し
く
、
其
の
®

々
な
る

市
場
の間
に
於
け

る人
間
的

努
力
の
分
配
は
貨
物
の
供
給 

要
に
麻
答
するに
類
す
る程
度
に
於
い
て

需
要
に
應
答する
こ
I

き
の
事
實

に

よ

っ

て

屢

々

不

党

全

で

あ
る
。(

I

”
？ 

P
 

3
3
7
0
0

是
れ
等
並
びS

の
他
の
理
由§

っ
て
，人間
の

努
力
の價
f

貨
物
に
於
け

る
が̂

に
於
ける
動
搖
に
從
ふが
な
い
の
で
あ
る
が
、
而
も
相
違
は
市
場
の
法
則
に

對
す

I
答
性
の
程
度q

其
れ
で
あ
っ
て
、
人
間
の 

努
力
を
這
般
の
法
則
の
產
か
ら
移
す

も
の
で
は
な
い
。(

I

 

P
. 33

5
。

勞
作
者
の
報
酬
が
如
何
に
高
く
と
も
、

そ
は

經
濟力
に

_

 

_ 
.
 

'

* 

,
 

. 

ょ
づ
.
.
9
啦
界
.に
於
け
る
彼
れ
の
勤'務
の
算
當
せ
.：ら

れ

た

る

價

値

ょ

り

も

何

等

高

ぐ

決

定

：せ

^
.る
\
こ
と
が
出
來
ず
、
又
そ
が
如
何
に
段 

い
.
Cと
が
あ
ら
ぅ
と
も
、
そ
は
是
れ
等.の
，經
濟
力
に
，ょ
，つ
て
這
般
：の

瞒

界

價

値

よ

り

も

时

等

俾

く

抑

駆

せ

ら

る

>
こ
：と
を
得
な
い
0
昉 

くV

吾

人

に

し

：て
若
し
或
る

'
.一
定
截
の
麵
務
が
公
開
市
場
に
：於
い
て
過
分
に
> 
若
し
く

ば

不

充

分

に

支

拂

は

る

、

と
稱
す
る
な
ら
ば
、 

吾
人
：は
或.る
理
想
的
概
念
に
從
つ
て̂

々
ず
る
も
.の
で
な
け
れ
ば
な
ら&'
い
0(

^
^
.
,
? 

3
3
9

.

)

？

、

.
,產
業
上
の.諸
問
題
を
考
察
す
'る
に
當.つ
，て
は.、
吾
人1̂
須
ら
く
、
或.る
ー
定
の
人
、
若
し
く
は
人
々

0
階 

拂
は
る
換
言
す
れ
ば
常
に
彼
れ
等
の
爲
す
所
の
も
の
に
對
し
て
限
界
に
於
い
，て
他
；の
或
る
者
に
對
し
て
僙
す
る
ょ
り
も
少
な
く 

取
得
す
る
と
し
た
な
ら
.ば
、
斯
く
の
如
き
は
經
濟
カ
に
蕋
く

.に
非
ず1.
て
、
彼
れ
等
办
途
を
妨
ぐ
る

一

定
の
障
礙
に
歸
.せ
ざ
る
を
得
ざ 

.

る
の
事
實
を
會
得
す
可
き
で
あ

.る
。
疑
ひ
も
な
く
*
或
る
人
が
彼
れ
：の
價
す
る
だ
け
を
價
す
る
は
經
濟
力
の
作
用
に
基
く
も
の
で
あ
ら 

ぅ
。
例
べ
ば
、
彼
れ
は
窮
乏
又
は
貪
欲
の
膨
迪
裏
け
て
、
其
の
親
に
ょ

0
:て
十
分
に
食
を
興
へ
ら
る
\
こ
と
な
く
し
て
、
早
く
骨
の 

折
れ
る
不
熟
練
な
る
仕
事
に
從
事
せ
し
め
ら
る
：

V
Vと
：あ
る
可
く
、
斯
く
て
又
.彼
れ
は
弱
き
力
と
不
十
分
な
る
訓
練
と
を
有
す
る
こ
と 

が
あ
る
で4
ら
ぅ
ャ
而
し
て
或
る
.ー
定
社
會
の
經
濟
狀
態
は
斯
く
の
如
き
：結
果
を
生
ず
る
に
資
す
る
底
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
あ
る
で 

あ
ら
ぅ0
然
し
な
が
ら*
經
濟
カ
は
其
の
在
.る
が
ま'
の
或
る
人
を
し
て
彼
れ
の
仕
事
の
概
の
人
；々
に
對
す
る
«
値
を
表
示
す
る
ょ
り 

も
低
き
報
酬
を
收
受
せ
し
む
る
こ
と
を
得
な
い
の
で
あ
る

‘蓋
し
經
濟
カ
は
常
忆
是
れ
等
他

(?
>
人
.々
：を
騮
つ
セ
>
そ
が
彼
れ
等
に
對
し
て 

價
す
る
ょ
り
も
少
な
き
も
の
に
對
し
て
彼
れ
等
が

^
得
し
得
る̂
ら
ゆ
る
物
を
購
入
せ
し
め
づ
X
:あ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
斯
く
て
若
し 

•

一
 

個
人(

若
し
く
は
個
人
の
階
級

)

.の
仕
事
が
、
彼
れ
が
現
在
其
れ
に
對
し
て
收
受
し
つ
、
あ
る
も
の
ょ
り
も
多
く
價
値
あ
る
可
き
或 

る
.一
定
の
人̂
が
存
し
た̂:
ら
ば
、
經
濟
力
は
彼
れ
等
を
驅
つ
て
更
ら
に
高
き
條
件

I:
'

提
供
を
：し
め
，
斯

ぐ

て

又
其
の
勤
務
を
確
保
せ 

1>
.め
る
。.

(

-&
d
.
, 

p. .340:)。

狗
に
經
濟.力
.は
あ
ら
ゆ
る
奢
の
努
力
が
限
界
に

.於
い
て
他.の
あ
ら
ゆ
る
者
に
對
し
て
、
價
す
，る
だ
け 

A.

ィV
:ツ
：ブ•ベ

ン^

ィ
ツ
ク
ス
：チl
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f

顧
濟
學©
常
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l』 

、
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四
九
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s
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摩

^

I

彼
れ
の
.限
界
價
値
は
增
I

ら
る.

I

得
な
い
1

$

こ
i

l

l

な

容
 

2

:
'
•

.

.ン.
'
、
..- 

.

.

十
'
.
.
.
:
'
'
.
.
:
.
.
V

.

諸

著

市
場
に
關
I

諸
章
に
於
い
：て
利
子
、
：地
代
、
論

及

び

麗
 

い

て「

I

I

交
|

©

8

|

:

「

產

費

」
' Q

霞

S

I

問
S

論
I

:
麄

Q

問
f

、
そ
親
體
に
於
い
て
、

換
J

I

ら
J
得
し
得
る
ぁ
ら
ゆ
る
物
は
其
の
市雷

f

有
す
る
、
..響
 

の
.
物

刊

に

對

す

る

I

t

し
て
取
得
せ
ら
れ
得
る
條件
が
存
す
る
o

f
資

源

に

し

真

問
題
は
f

.
等
の
も
の
.
4

霖
重
要
性
の
總
ベ
て
I

夫
れ
夫
れ
の
慣
格4

衡
せ
し
む
る 

U

物
I

す
可
き
で
き
か
に
存
す
る
。
救
て
、
吾

人

は

翁̂̂
^

而
4

震

に

於

i

是
l

i

完
全
に
ょ
く
交
I

I

得
可
き
で
ぁ
る
。
'

7
.じ

囊

0

|
泛

」

|

客

|

|

|

|
身

<
、
M

m

_

l

曾

a
得
し
て
、

_

〖

の
I

を

彥

4

1

か
、
若
し
く
は
之
れ
を
取
得
す
含
I

I

し
て
、
f

奢

一

志

若

し

く

は

一

芙

片

の

東

.
 

U

か
u

r

f

t

f

で
あ
る
。•

斯
く
て
余
が
比
較
的
I

I

雲

い

て

、
又
I

的
に
小
^
^

ふ
物
ロ含

へ

.
て

の

供

給

は

其

の

限

界

.
に

於

い

て

は

明

瞭

且
つ
直
接
I

I

物
で
あ

る

。

而
し
て 

て

は

相

互

i

l

!

i

一 

定

l

i

す
i

!

.

其
の

企

靈

^
^
^

所

.
肉
體
的
及
び
智
力
的
な
る
人
的
精
力
の
一
定
の
.出
力
、
加
工
す
可
き
原
料
、
道
具
及
び
裝
置
並
び
に
石
炭
、
瓦
斯
若
し
く
は
欠
の 

如
き
其Q

麗

に

於
.

S
.

て
消
費
f

れ
若
し
く
は
變
形
f

る
可
き
補
肋
的
實
體
を
支
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
恐
ら
く
吾
れ 

等
諸
物
^
:Q

孰
れQ

もQ

と
雖
も
全
然
廢
せ
ら
る
、AJ.

と
は
出
來
ず
、
叉
其Q

地
位
は
他Q

孰
れ
の
もQ

に
よ
つ
て
も
取
っ
て
代
ら
る 

、
こ
と
を
得
な
い
。
而
し
て
這
般
の
集
團
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
、
限
界
內
に
於
い
て
も
、
殆
ん
ど
相
互
に
代
替
せ
ら
る

X

こ

と

を

#

な
 

い
必
需
品
0

極
々
な
る
部
類
が
存
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
而
も
猶
ほ
制
限
内
に
於
い
て
は
、
是
れ
等
の
生
鹿
要
素
の
最
も
外
觀
上
相
興
れ 

る
も
の
が
限
界
に
於
い
て
は
相
互
に
代
替
せ
ら
れ
、
斯
く
て
又
生
産
上
に
於
け
る
限
界
的
有
用
性(

m
a
r
g
i
n
a
l

 

s
e
r
v
i
c
e
a
b
l
e
n
e
s
s
-
i
n
-

 

P
M
O
d
s
i
o
n
)

の
共
逋
の
尺
度
に
致
さ
る
X

こ
と
が
出
來
るo

O
D-
F

P

P

.
 

3
6
0
-
3
6
1
0
0
.

次
い
で
、
著

言

生

產

§

■

素
を
以
つ
て
土
地
、
勞
働
及
び
資
本
と
做
す
通
俗
的
區
分
若
し
く
は
分
類
が
理
論
的
見
地
よ
り
す
，1 

ば
、
甚
し
く
不
滿
足
な
る
所
以
を
述
：ベ
、(

I

,
 p

p
.

次5
-
_
)
、

縱
令
ひ
吾
人
が
滿
足
に
生
產
の
諸
要
素
を
列
擧
し
、
分
類
す
る 

に
成
功
す
t

と
が
出
來
た
と
し
て
も
、
斯
くQ

如

鮝

分

は

.何
■

論
的
唐

性
を
有
す
る
こ
と
な
か
る
可
し
と
做
し
、
而
し

て

更 

ら
に
精
細
に
分
配
の
.諸
法
則
及
び
企
業
家
の
職
能
を
檢
討
せ
ん
.と
ず
る
に
際
し
て
は
：、
吾
人
は
全
然
生
產
諸
要
素
を
分

類

せ

ん

と

す

る 

總
べ
て
の
企
圖
を
無
視
す
可
’

で
あ
る
と
說
い
て
、(

|

.
, p

p
.

 

3
6
6
-
3
6
7
X

企
業
家
の
•
問
題
に
入
る
。
假
設
に
よ
つ
て
、

家 

は
限
ら
れ
た
る
資
源
を
.取
扱
ひ
、
.而
し
て
是
れ
等
の
資
源
を
適
用
し
て
彼
れ
は
交
換
場
裡
か
ら
貨
物
、
勤
務
及
び
特
權
を
引
き
出
し
、 

而
し
て
其
れ
自
體
*
引
き
出
さ
れ
た
る
要
素
若
し
く
は
成
分
の
其
れ
よ
り
も
高
き
價
値
を
'
 

以
つ
て
交
換
場
裡
に
復
歸
せ
し
め
ら1
#
る
 

底
の
結
f

坐
ず
る
よ
.ぅ
に
畏
れ
等Q

’

も
の
を
結
合
し
產
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
彼
れ
は
恰
も
秦
若
し
く
は
あ
ら
ゆ
る
他
の
管
驵 

者
が
其
の
投
f

結
果
を
最
大
な
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
と
、等
し
く
、
_

 

Q
結
果
を
.

I

な
ら
し
め
ん
と
す
る
。
而
し
て
主
婦
は
最
初 

の
增
加
量
を
以
？

墓

Q

C

と
4

做
す
篇

ら
ず
、
其Q

注
意
が
緊
的
暴
性
の
上
に

定

置

せ
ら
f

が
如

く

、企

業

家

は

土

フ
ィ
リ
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•
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ン
V
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フ
ィ
リ
ツ
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ニ
ン
リ
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ゥ
ィ
ク
ク
、ス
.チ
'
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『

經
濟
學
.の
常
識』 

5
 二 

(

5

5

地
、I

、
：
道
具
其
の
他
のI

要

素

の

厳

點

に

近

き

初

め

の

增

加

量

を

以

つ

善 

£

て
|

換
へ
I

f

 

Q
.
I
S
P
:
、

或
る
.代

雾

f

つ
て
f

て
■は
 

'
.
彼

れ
は

周

到

に

是

れ
f

も
，の
を
對
此
し
、
■而

し

て

其

の

市

場

價

値

に

於

け

る

最

少

の

變

化
は
彼
t

し

て

一

の

も
の
I

少

生

産

諸

要

素

の

相

異

れ

る

結

合

よ

り

し

の
物
質
的
產
物
は
生
ず
る
こ
と
が
あ

I

I

ぅ
。

而

し

て

一

つ
f

の
V
.限

界

的

控

除f

の
も
の
、
限

银

的

器

こ

：

よ

つ

て

ば

る
^

霉

i

に
、
'
是
l

i

總

ベ

て

蓮
i

i

し
I

、
雲

名

I

l

f

 

彳

ゝ

^ '
.

<

|
共

肇

位

窆

辭

に

於

い
|

|

|

各

得

冒

|

る
。
而
|

|

是
れ
'讓

|

嚣

に

よ

つ

て

盡

1

害
つ
た
な
ら
ば
、#

人
は
各
々
の
爲
め
に.要
求
せ
I

可
I

f

 

f
す
可
き
で
s

o
 (

_

,
 pp.. 

I

I

O'

論
究
せ
ら
る
可
き
問
題
は
交
換
慣
値
S

す
る
I

費
の
關
係
の
其
れ
で
あ
る
。」

が
費
る
所
の
も
の
は
其 

な

■

而

i

l

l

i

i

、
i

f

 

f

 

I

l

f

 

.

力
k

に
於
い
て
價
す
る
よ
り
も
以
上
に
之
れ
を
作
成
す
る
が
爲
め
に
費
用
が
褂
つ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
は
搏
び
斯 

く
の
如
く
多
量
に
袋
せ
ら
る
さ
I

か
る
可
く
、
文
之
れ
を
作
成
す
る
が
爲
め
に
費
さ
れ
た
よ
り
も
以
上
に
限
界
に
於
い
て
實
い 

た
な
ら
ば
、
そ
は
吏
ら
に
大
な
る
數
量
に
於
い
て
作
成
f

る
可
き
で
あ
る
。
斯
く
て
、
價
格
と
生
産
費
と
の
間
に
は
均
等
に
歸
せ
ん 

と
す
る
不
斷Q

傾

向

が

孪

る

Q

t

s
，
而
S

者
I

f

決
定
す
る
が
爲
め
|

る

芸

|

い
。
S

於

い

I

 

此Q
、

若
し
く 

I

.

Q

I

I

Iら

れ

た

秦

i

史
的
|

|

|

か

暴

實

の

|

|

ぃ
て
は
、
壶 

件
の
I

の
走
何
等
の
I

を
I

す
t

i

な
く
、斯
く
て
又
、其
§

格
を
動
か
f

が
な
い
。
生

墨

は

、
今 

政
の
特
殊
の
物
f

唐

す

る

が

管

I

れ
が
放
棄
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
を
決
定
す
る
の
I

猶
I

す
る
代
替
物
の
意
味

に

於

レ

て

は

.
：

H
fe

力
之
れ
を
坐
產
す
可
き
か
否
か
を
決
定
す
る
に
際
し
て
彼
れ
に
影
響
す
る
o
.斯

く

て

生

產

せ

ら

る

.
\
.
‘際

に

於

け

る
 

椅
子
の
價
格
は
集
合
的
ス
ヶ
ー
ル
上
に
於
け
る
其
の
限
^
的
地
位
に
よ
つ
て
決
定
せ
ら
る
可
き
で
あ
.る
が
、
椅
子
の
代
り
に
.製
嘴
}す
る 

こ
と
か
猶
ほ
彼
れ
に
取
つ
て
妨
げ
な
き
他
の
あ
ら
ゆ
る
物
の
地
位
と
此
較
し
て
、
其
の
地
位
が
如
何
に
あ
る
可
き
か

に

關
す
る
製
造
者 

の
豫
想
は
彼
れ
が
楚
れ
等
の
も
'の
を
製
造
す
る
か
否
か
を
決
定
す
可
き
で
あ
る
o

o

bSI
.
v
p
.

 

3
OO
0
.
V 

著
者
は
又
塵
費
が
往
々
に
し
て
，
唐
者
の
所
爲
の
.上
に
、
經
濟
力
に
は
非
ざ
る
も
、
而
も
有
效
な
る
力
た
る
感
情
的
反
動
を 

'及
ぼ
す
こ
と
あ
る
を
注
意
す
る
。
：.誤
れ
る
判
斷
を
爲
し
て
、
費
用
霧
に
於
い
て
販
寶
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
物
件
を
生
產
せ
る
企
業
家 

は
彼
れ
の
過
誤
を
承
認
す
る
を
欲
せ
ず
し
て
、
其
の
行
爲
を
是
認
す
る
に
足
る
髙
價
を
確
保
せ
ん
と
し
て
奮
闘
す
可
き
で
あ
る
。
斯
く

，
 

て
彼
^

は
彼
れ
が
辛
棒
し
て
待
つ
.も
*

更
ら
に
良
好
な
る
價
格
を
取
得
す
る
充
分
な
る
見
込
を
有
せ
ざ
る
際
に
於
い
て
す
ら
、
贄
用

 ̂

下
に
或
る
物
件
を
販
賣
す
る
を
躊
踏
す
る
こ
と
が
あ
る
で
あ
ら
.ぅO

 

(

^

PI
.
T
P
.

 

3
00
6
.

)

。

又
、
段
實
^

は

主

々

^

し

て

發

明

及

ド

經
 

濟
を
浓
激
す
る
に
よ
つ
て451

產

費

を

低

下

す

る

上

に

眞

實

の

結

果

を

生

ず

る

こ

と

.
が

あ

る

で

あ

ら

ぅ

.
、

藍

し

人

は

其

の

財
產
を
增
加
す 

る
よ
り
も
破
滅
を
免
る
、
が
爲
め
に
よ
り
烈
し
く
奮
闘
す
可
き
が
故
で
あ
るo

 

(
i
b
i
d
.
,

 

P
.

 

3
00
00
0
0 

次
い
で
著
者
は
蒙
ら
し
め
ら
れ
た
過
去
の
坐
產
費
と
見
積
ら
れ
た
將
來
の
生
產
費
と
を
區
別
し
、(

 i
b
i
d
.
,

 

p
p
'
3
8
9

丨39
0
.)、

而

し 

て
後
に
於
い
て
日
く
、
如
何
な
る
場
合
に
於
い
て
も
、

I

貨
物
が
I

せ
ら
れ
、
而
し
て
費
用
が
蒙
ら
し
め
ら
れ
た
と
し
た
な
ら
ば
、 

坐
產
費
は
其
の
貨
物
の
憤
格
の
上
に
何
等
直
接
の
影
響
を
も
有
せ
ざ
る
-%

の
.で
あ
る
が
、
而
も
.生
產
費
が
未
だ
蒙
ら
し
め
ら
^

な
か
つ 

た
鞮
へ
て
の
場
合
に
於
い
て
は
、
製
造
業
容
は
其
の
貨
物
が
坐
產
せ
ら
る
可
き
や
否
や
、
又
如
何
な
る
分
量
に
於
い
て
生
產
せ
ら
る
可 

き
や
を
決
定
す
る
に
先
立
つ
て
、
猶
ほ
彼
れ
に
取
つ
て
自
由
な
る
交
替
物
の
算
當
を
行
ふ
、
而
し
て
斯
く
の
如
く
し
て
決
定
せ
ら
る
X 

供

給

の

流

れ

は

眼

界

俱

値

及

び

價

胳

.を

確

定

す

る

と

.
0是
に
於
.い

て

乎

、

生

產

費

が

‘一
物
件
の
價
値
に
影
響
し
得
る
唯一

の
意
味
.は
、 

フ
ィ
リ
タ
ブ
ニ
ン
リ
！
*>

ィ
ッ
ク
ス
チ
一
ド
の『

經
濟
學
の
常
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ク
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l

a

 

I
 

I

P

O

M

理
"

ら

^

^

“

 

ル¥

到
達
し
た
。
彼
I

ベ
|

の
商
的
及
|

的
生
活
f

て
選
|

畜

I

I
ら
!

I

人
H

葛

I

し
I
接

編

用

f

 "

と

間

接

i

f
る
X
i
問
I

、

同

一

§

の

上

に

 

!

、
l

“
"Bi
Q

S

"

“
パ
人
の

S

は

其

れ

農

是

れ

等

I
が
'如

何

に

し

I

I
ら

？

か

I

明

す

る

I

 
出 

h

c a
M

H

M

r

f

n

l

y

g

f

 

f

 

I

I

 

す 

I

 

動

の

咨

圖

荃

し

て

^
 

,
て
彼
れ
は
彼
れ
*

^
や
菜
し
解
析
し
終
れI

W
及
び
塵
界
の
運 

p

vo
p

q

fし

て
.
r

f
及
ひ
I

的」(

f

鼻

c 

I
 C

C
I

C
I

と
題
す
る
其
の
著
の
第
一
編
を
終
る
。

(

鼻

pp.

十

I

む
 
^

む

 
i

i

i

l

r

 

I

I

、

^

要
及
び
供4

 

f

に

「

收
蓮
增
及
び
遞
減」

の
理
論
、
第
六
に
地
代
法
則
及
び
其
の
含
意
の
圖

表

的

說

明

、

第

七

こ
、

、

 ̂

形
通
貨
に
就
い
て
論
じ
、
第

三

編

i

n

 

^

 
L
t
^
r
,
;

本
書
はj.

千
九
百
三
十
三
年
、
偷
敦
大
學
經
濟
學
敎
授ロ
ビ
ン
ス(

L
i
o
n
e
l

 

R
o
b
b
i
n
s
)

の
緖
言
を
附
し
、
經
濟
理
論
に
關
す
る
彼 

れ
の
諸
論
文
及
び
評
論
と
共
に
ニ
卷
に
分
冊
せ
ら
れ
て
新
た
に
出
版
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
前

掲
3

e 

C
0
3
m
§

 

S
e
n
s
e

 
o
f

 

P
o
l
i
t
i
c
a
l

 

E
c
o
n
o
m
y

 

a
n
d

 

S
e
l
e
c
t
e
d

 

p
a

l

 

a
n
d

 

R
e

v
f

 

o
n

 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

T
h
e
o
r
y

 

b
y

 

P
h
i
l
i
p

 

H
.

 

W
i
c
k
s
t
e
e
d
,

 

M
,

 

A
-

が

是

あ

る
。
 

、■

彼
れ
は一

千
九
百
十
三
年バ
1
ミ
ン
ガ
ム
に
開
か
れ
た
英
國
協
會F
部
の
_
長
に
選
擧
せ
ら
れ
、
其
の
就
任
の
辭
の
題
目
と
し
て 

T
h
e

 

Scope and 

M
e
t
h
o
d

 

of Political w
c
l
m
y

 in 

the Light 

of the 

h Ma
r
g
i
n
a
l
^
T
h
e
o
r
y

 

of Value and Distribu

tion. 

を
遡
ん
だ
。
 

此
の
就
任
の 
挨

當
 

T
h
e

 Economic J
c
m
r
n
a
L

一
千
九
百
十
四
年
三
月
號
に
登
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
o 

(ibid., 

V
0
1.XXIV, 

No. 

93, 

pp. 

1
-
2
3
0
0

彼
れ
は
又
、
ヒ
ッ
グ
ス
の
觀
せ
る

『

パ
ル
グ
レ
丨
ヴ
經
濟
學
辭
典

』

の
第
二
版
に
。

Degree 

of 

Utility 
ノ 

-Dimensions 

of 

E
c
o
n
o
m
o
Q
u
a
n
t
i
t
i
e
s

 
メ 

- 

F
I De

gree of 

Utility 
こ 

ニ Stanley 

Jevons 
パ

：Final 

u

l
 
こ
；4

I

&
 E

c
o
n
o
m
y

 

a
n
d

 

Psychology 
ノ
の
項
目
を
執
筆
し(vol. 

I, 

P
P

..S36-537 ; 

pp. 

5
S
3
-S

005 ; 

V
o
L

 

II, 

pp. 

I

;
 P

P
V
4
7
4
-
4
7
S
; 

pp. 

S57-S59; 

v
a
. Ill, 

pp. 

1
4
S
4
2
,)、

又
、

一
千
九
百
十
三
ギ
 

T
h
e

 

Economic 

Journal.

謙

>
に
於
い
て
エ
ス
•
ジ
エ
•チ
ヤ
ツ
ブ
マ
ン

(

5
.
J
. ch

a
p
m
a
n
)

の

ff
i
o
i University Library 

of 

M
o
d
e
m

 

K
n
o
w


ledge 

版

political E
c
c
n
l
.

を

(
V
O
L

 

XXIII, 

N
?

 

89, 

pp. 

72.7s.)、

又
同
年
同
誌
上
に
於
い
て
ダ
ヴ

H

ン
ポ
丨
ト 

(Herbsl:t Joseph Davenport)

の H
h
e

 Economics 

of Enterprise

•
を
論
評
し
たo(vol. 

X
X
I
V
,

 

No. 

95; pp. 4
2
1
-
4
2
5
.)。

衙

織

濟

書

以

外

に

は

、

若
き
人
々

I

め
の
聖
書
翻s

ハ
卷
V
ダ

ン

テ『

神
曲』

中

の『

天
國』

(
p
a
r
l
o
)

の
翻
譯
及
び
註 

釋

ハ

ウ

エ

ル

(
F
e
l
,
H
o
i
)

と

の

共

_

ダ

ン

テ

の

『

宴
會』

(convivlo )
、

ガ
I
ド

ナ1

(
E
d
m
u
n
d

 G
ardner)

と

の共
！！ 

ダ

ン

テ

の

拉

典

諸

作

、

D
a
n
t
e
,

.c
n
l
x 

Sei;mons ; 

H
e

-3I;ik Ibseil; Religion 

of 

T
i
m
e
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religion 

o
f
w
t
e
r
n
i
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誌雜會學田三

載 轉 禁
號四第卷一十三笫

印 印 ‘發編 

刷 東 刷 東 行 輯 東  

所 京 者 京 者 兼 f  
市 市 ヂ  
旗 赤 區  
坂 坂 三

金5 金S 江學 

子S 子S m 5

.活夏 鐵 ！ 範 i

版 i  範 _

番 番 塾  
所 地 郞 地 保 內

ilflll
l-l rr:

#

編
輯
及
び
事
務
に
關
す
る
一
切
の
用
件
は
發
行
所
宛 

癱
營業
に
關
す
る
用
件
は發
寶
元
宛 

#
原
稿
締
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